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寄り添い支援活動について 
■  寄り添い支援活動とは 
  絆のあんしん協力員による孤立のおそれがある方への定期的な訪問活動です。 

家族や地域社会とのつながりが極端に少ない方（その疑いがある方も含む）に対して、

気づき・見守り活動から一歩踏み込んで、定期的な訪問活動を行い、顔の見える関係を築

き、社会的孤立状態を解消することを目的としています。   
■  寄り添い支援活動の流れ 
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次ページからは「絆のあんしんネットワーク」における

地域包括支援センター、絆のあんしん協力員、絆のあんし

ん協力機関の活動について、各地域包括支援センターか

ら提出された報告書をご紹介します。 

報告書右上に記載した絆のあんしん協力員、絆のあん

しん協力機関数は、令和 4年 6月 1日現在のものです。 

なお、報告書で紹介するふれあいサロンについては、巻

末の資料編(42 ページ～)に詳細を記載しています。 

 

本文中の名称は以下のとおり記載しています。 

・ 地域包括支援センター      → 包括 

・ 絆のあんしんネットワーク連絡会 → 連絡会 

・ 絆のあんしん協力員       → 協力員 

・ 絆のあんしん協力機関      → 協力機関 

 

  

※ 本文中で紹介しているサロン等については、新型

コロナウイルスの影響により活動を中止している場

合があります。詳細は、各包括にお問い合わせ下さい。 

地域包括支援センター 

活動報告 
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基幹地域包括支援センター   ℡5681-3373 
協 力 員 62 

協力機関 52 

いつまでも元気に暮らせる地域づくりに向けて 

  新型コロナウイルス感染拡大の影響で、地域とのつながりの希薄化やコロナフレイル

が増えてきました。そこで、新たに 2カ所の居場所を立ち上げました。 
 

■ 男性ユニット「行け！メンズ」の活躍～ふれあいサロン「行け！メンズ」と歩こう会 

  協力員で地域活動に意欲のある 5名とメンズ会議をひらき、男性ユニット「行け！メ

ンズ」を発足しました。地域でできることを中心に話し合い、男性や地域の方が気軽に

参加でき、コロナ禍でも感染リスクが少ない公園でウォーキングをすることになりまし

た。「ただ歩くだけではつまらない」という意見から、公園で準備体操をした後に神社を

経由したコースを歩いたり、バスとウォーキングで区内大学の学食を食べに行くなど、

「行け！メンズ」を中心に地域を盛り上げています。 

 

 

 

 

 

 

■ 集会室を利用した新たなふれあいサロン「サロン♡シマフォー」が誕生！！ 

近隣施設の場所を借り開催していたサロンが、コロナの影響で自粛。「このままではい

けない！」と連絡会の後に、プロジェクトメンバーで話し合いを行い、名前と場所を変

えて新たなサロンに生まれ変わり活動を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

ウォーキング前の準備体操 学食ウォーキングツアーの様子 

開催日時：毎週水曜日  場所：島根公園・中央公園（交互に開催）  参加費：無料 

※ 雨天時中止  連絡先：基幹地域包括支援センター地域福祉課  ☎6807-2460 

プロジェクトメンバー会議  サロンオープンの様子 オープニングイベント 

開催日時：第 4火曜日 14 時～15 時    場所：島根四丁目第三自治会集会室 

参加費：50 円    連絡先：基幹地域包括支援センター地域福祉課  ☎6807-2460 
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地域包括支援センターあだち  ℡3880-8155 
協 力 員 40 

協力機関 42 

「食」を通じたフレイル予防を目指して 

 

 

 

■ 体操の自主グループ「元気アップ南」が立ち上がりました 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 協力員、協力機関の皆様、いつもありがとうございます 

  令和 3 年度は 3 名の協力員、16 カ所の協力機関にご登録いただきました。 

  絆のあんしんネットワークの表彰では協力員、協力機関の方々が表彰を受けました。 

 

                 

令和 3 年度はフレイル予防の一つである

「栄養」を活動の目標に定め、コロナ感染予

防を考慮し講義形式で連絡会を開催しまし

た。区の管理栄養士から高齢期に重要なタン

パク質の話を中心に、食事の基礎について学

びました。他にも包括が発行している広報紙

で栄養について取り上げたり、地域の飲食店

やお弁当屋、商店に協力機関に登録いただい

たり、「食」を通じたネットワークづくりを行

いました。 

事務所は集いの場に 

協力員：齋藤宏子様（協力員 10 年目表彰） 

地域のサロンで活躍し高齢者の見守りをしています。「こ

んな立派な賞を頂いて本当に嬉しい。これからも地域のため

に積極的に活動していきたい」と感想をいただきました。 

協力機関：東陽信用株式会社 代表取締役 齋藤修一様 

包括とは 10 年以上前から連携し高齢者の支援をしていま

す。包括あだちエリアで高齢者の見守り支援や声かけを行っ

てくださり、なくてはならない存在です。 

 

区の事業である「みんなで元気アップ教

室」の卒業者が、協力員の寺内さんを中心に

月 2回活動しています。教室で習った体操、

あだち・らくらく体操に取り組み、1時間程

度体を動かします。参加者の方からは、「簡

単な体操だけど、ゆっくりとした動きは意

外と大変。今後も体操に参加し、積極的に体

を動かして元気でいたい」とのお話を伺う

ことができました。 仲間と一緒に楽しく運動 

65 歳からは痩せてきたら要注意！ 
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地域包括支援センター伊興   ℡5837-1280 
協 力 員 31 

協力機関 43 

  人を巻き込み、人に巻き込まれ、地域とつながるホウカツ 

ネットワークづくりの拡大や強化を通して地域や包括が連携し、共生社会実現に向け、

地域全体が我が事として関わる体制づくりを目指してきました。 

 

■ みんな DE いこう 2021 

令和 2 年度末にイベント開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大が収束せず

延期を余儀なくされました。その後、度重なる緊急事態宣言によりウェブ会議を開催。 

また、緊急事態宣言発令がない短い間には、会場で直接顔と顔を合わせて、協力員、

友愛クラブ会長、自治会長、子育てサロン、教会、スポーツ推進員、地域学習センター、

社会福祉協議会、包括が「伊興地域多世代交流イベント実行委員」として会議を重ねて

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 絆のあんしん協力機関 

令和 3年度、地域での見守り体制強化やネットワーク拡大に取り組み、新しく協力機

関として 14 の団体（デイサービスまゆら本店様、アイセイ薬局足立西伊興店様、コミ

ュニティ Koen てらまちハウス様、株式会社福島屋様、こまどりデイサービスセンター

様、からだ neo 整体院様、看多機かえりえ竹ノ塚様、レコードブック西新井大師様、

Alleato Madre 様、LE 在宅・施設訪問看護リハビリステーション竹ノ塚支店様、そば処

初味様、かふぇりすた様、株式会社 Red bear 様、ハートフル薬局様）に登録いただき

ました。今後の地域での活躍が期待されます。 
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地域包括支援センター入谷   ℡3855-6362 
協 力 員 43 

協力機関 27 

 「コロナ禍でのつながりを考える」をテーマに 

何度も再拡大を続ける新型コロナウイルスを避けることはできません。うまく付き合

いながら「つながり」を持ち続けるための活動を模索する中で、新たな取り組み方法や

環境作りを確認する 1 年となりました。 

■ スマホを活用した「つながり」 

実際に集まりおしゃべりする。たとえそれができない状況でもスマホを使えるよう

になれば、顔を見て話すことができます。 

■ 継続は力なり！ 

感染症の収束が見えない中で、「集まる場」を何とか提供したいとの思いで体操の会

場を公園に移し、2年目に入りました。 

■ 協力機関のご紹介 

令和 2年度より協力機関に登録いただいた「コミュ

ニティプラットフォームあだち」様。 

障害者分野・地域活動やイベントの開催など幅広

く活動されています。 

令和 3 年度からは各所で「移動パン屋さん」を開

催し、大変喜ばれています。また、近隣住民向けに

総合相談窓口を開設し、地域に開かれた活動をされ

ています。 

その為の第一歩として、スマホの基本的な使い

方を勉強し、今後に役立てて頂ければという思い

で連絡会を開催しました。 

また、スマホのステップアップクラスの開催や

インターネットを介した詐欺被害への啓発、実際

にオンライン体験をしてみるなど、回を重ねてき

ました。 

屋外と言う事もあり充分なスペースが取れるだ

けでなく、お互いの近況報告をしながら気持ちよく

体操しています。 

特に体操の先生をお呼びする回は盛り上がりを

見せ、音楽に合わせたリズム体操は種類が増えまし

た。毎回、楽しみに参加される方がたくさんいらっ

しゃいます。 
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地域包括支援センター扇    ℡3856-7007 
協 力 員 61 

協力機関 32 

コロナ禍を経て、これからも地域と共に 
 

■ 緊急事態宣言中の活動について意見交換をしました 

新型コロナウイルス感染症の影響で令和 3 年度に計画していた連絡会の開催中止を繰

り返す中、ようやく 1回目を 11 月に「コロナ禍を経て、これからも地域と共に」という

テーマで開催できました。連絡会では、各団体（町会・自治会、民生・児童委員、友愛

クラブ、ふれあいサロン）の方々より、緊急事態宣言中における活動報告を行い、意見

交換を行いました。例えば、民生・児童委員からの報告では、高齢者を中心に健康や生

活に関するチェック項目や個別メッセージ入りの往復ハガキを送付したりなど、工夫し

ながら活動している様子を聞くことができ、大変貴重な機会となりました。また、社会

福祉協議会より地域の活動

事例の紹介、西新井警察署

のふれあいポリスより地域

状況について説明がありま

した。 

 

 

 

■ 絆のあんしん協力機関に登録していただきました！ 

「スーパーかわな」様に協力機関として登録いただきまし

た。川名さん夫婦は長年スーパーマーケットを営んでおり、

近隣住民からの強い要望もあり現在も元気に経営を続けて

います。訪問時にも、通りがかりの親子と楽しそうに会話し

ている様子が見受けられました。 

奥様は「近所の人たちが元気でいられるのが一番。仲良く

話をいっぱいしながら衰えないよう見守りたい」とのこと。

いつまでも地域の憩いの場として愛され続けることを期待

しています。 

スーパーかわなの前にて 

このような状況でもできることを皆様と一緒に話し合いました 
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地域包括支援センター江北   ℡5839-3640 
協 力 員 20 

協力機関 23 

 

長期化するコロナ禍により孤立する高齢者が増えている今だからこそ、つなが

りの大切さを認識できる地域を目指していきます。 

■ 令和 3年度あんしん連絡会は“地域課題の共有”をテーマに開催しました 

連絡会では、孤立防止などに向けた地域課題をグループごとに話し合いました。

コロナ禍が長引き、今まで当たり前に出来ていたことが制限される状況が続いてい

ます。交流や活躍の場が減っている中で、まずは関係者間で課題を共有し、今後の

行動計画を模索していく 1 年となりました。 

関係者からは「コロナ禍で閉じこもりがちになっている」「買い物難民が多い」

「町会加入率が低い」などの声が上がっています。多様な地域課題をどのように解

決していくのか、今後もじっくりと話し合って進めていきます。 

活発な意見交換の風景 さまざまな地域課題が見えました 

■ 絆のあんしん協力機関の紹介 

令和 4 年 1 月、江北に東京女子医科大学附属足立医療センターが開院しました

ので、近くに位置するファーマシィ薬局の小池局長にお話を聞きました。 

今後の地域活動について、「相談が増えて

きていることもあり、薬局内のスペースを

地域に開放して、包括と協働して薬につい

ての相談会や認知症カフェなどを開いた

り、住民が気軽に相談したり集える場にし

ていければ」とのことでした。今後もご協

力よろしくお願いします。 

大変な今だからこそより強固な地域のつながりを目指して 

介護相談にも力を入れています 
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地域包括支援センターさの   ℡5682-0157 
協 力 員 35 

協力機関 43 

 

■ フードパントリーからつながる“地域の輪” 

 特別養護老人ホーム奉
ほう

優
ゆう

の家 1Ｆ「コミュニティプラザさくら」にて、毎月第 4 火曜

日に「さくらパントリー」を開催しています。佐野地域の「居場所づくり検討会」に参

加した社会福祉法人、町会、民生委員、幼稚園、小中学校、飲食店等が協働して、ひと

り親世帯や独居高齢者、コロナ禍で収入が低減した世帯に、無料で食品を配布していま

す。飲食店（協力機関）から提供されるカレーやピザは、毎回大人気です！！ 

会場の設営（食品の小分け・配布）は、町会員（協力員）や民生・児童委員の皆様が

担っています。親子連れや高齢者など、幅広い年代の

利用者に笑顔で語りかけ、多世代交流の場ともなって

います。来場が困難な高齢者には配達も。高齢者に対

する安否確認や見守りの機会ともなり一石二鳥。 

「さくらパントリー」は、コロナ禍でも継続して開

催し、現在 70 世帯（うち高齢者は 20 世帯）以上の利

用があります。「さくらパントリー」を通して地域

に笑顔が広がっています。 

 

 

■ 2025 年までに目指す“地域のすがた” 

 連絡会は感染拡大防止のため、町会・自治会連合別に開催しています。令和 3 年度は

「2025 年までに目指す地域のすがた」をテーマに、参加者の皆様に「地域の目標」につ

いて考えていただきました。皆様からは、「心配な人ほど外に出ないため、見守りの方法

を考えたい」「遊歩道に花を植えて皆で手入れをしたい」「“自分たちの地域は自ら守る”

という意識を高めるため、防災訓練を実施したい」など、地域づくりの基本となるよう

な意見が多く上がりました。一方、依然、新型コロナウイルス感染症の影響により活動

を制限せざるを得ない苦悩の声も聞かれました。 

また令和 3 年度のテーマについて、「何故、連絡会で地

域づくりについて検討をするのか？見守りについて検討

をする場ではないのか？」などの質問もありました。連絡

会の目的やあり方については、常に参加者の皆様と共有

しながら進めていく必要があると感じました。 

 

令和 2 年度から作成してきた資源リストは、地域の皆様の協力により完成！コロナ禍

でも活動しているサロンを掲載しています。今後、地域の方々へ配布していく予定です。 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、住民一人一人の声を大切にして、「地域」の特

性に応じた社会資源を地域の皆様とともに創造していきます。 

準備完了！皆さんをお待ちしています 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、取り組んでいる活動 
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地域包括支援センター鹿浜   ℡5838-0825 
協 力 員 51 

協力機関 28 

 

 

 

元気な今を維持するために、鹿浜の目指す地

域の姿について、「介護予防に努め、元気で暮

らしやすい地域を目指す」ことを柱に、 ①健

康の維持 ②孤立の防止 ③地域での活躍 ④

老いへの備えについて、それぞれの課題を抽出

し、鹿浜地域で何が出来るのか、目指す地域の

姿を考えていきます。 
 

課題 ①健康の維持 

・ 体操を教えてくれる人が少ない 

・ 健康を維持する仲間がいない 

・ 皆で集まり、やることが難しい 
 

課題 ②孤立の防止 

・ 一人暮らしの高齢者が多い 

・ コロナの影響で近所付き合いが減って 

きている 

・ コロナ禍で室内に閉じこもりがち 

・ 電話に出てくれない 

・ 声をかけづらい時が多い 

・ 町会を退会する人が多い  

等々たくさんの意見が出ました。 

令和４年度は③地域での活躍 ④老いへ

の備えについて課題をまとめていきます。 

■ 令和 3 年 10 月 12 日・11 月 17 日絆のあんしんネットワーク連絡会開催 

■ 絆のあんしん協力機関の紹介 鹿浜団地自治会 

 役員会や、毎月の掃除活動の際に気になる

方の情報を共有し、包括や関係機関と連携を

とり、支援できる体制が整っています。 

自治会ではつながり・気づきを大切にして

いて、豊岡自治会長を先頭に、皆様の高い意

識が活動に活かされています。幅広い年齢層

の住民の方々の協力も増えており、「これか

らも見守り等、できる範囲の活動を地道に続

けていきたい」と心強いお話を伺いました。 
毎月の掃除活動の様子 

アルミ缶回収も活動として行われている 

第 1回（10 月）4つの柱の課題抽出 

第 2回（11 月）課題のまとめ 

皆さんの気づきがいっぱい！ 

鹿浜地域の課題を抽出 いつまでも健康に過ごせるまちを目指して 
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地域包括支援センター新田   ℡3927-7288 
協 力 員 36 

協力機関 35 

～誰もが自分で避難できるまち～水災害に強いまちづくり～ 

  健康で自分らしく地域で暮らし続けていけるような取り組みを支援していきます。 

河川で囲まれた地域の特性もあり、自ら避難できるよう、水災害への取り組みととも

に地域づくり、健康づくりに取り組んでいます。 

 

■ 絆のあんしん連絡会：地域の方と意見交換（新田・江南地区） 

水災害に強いまちづくりの 5年計画の 1年目。地域の方・協力員・協力機関で意見交

換を行いました。 

・ 避難に関心をもってもらう 

・ 自分で避難に対する行動を決めておく 

・ 地域としてできることを考えておく 

・ 地域資源の把握の必要性 等 

「水害時に自分で避難できるまちづくり

のためにできること」をテーマに日ごろの

心配や高齢者の避難等、地域の課題を話し合うことができました。 

 

■ ウォーキングツアーin新田地区(新田）/ウォーキングツアーin 江南地区(宮城・小台)  

水害の際に自分で避難できるよう、地域の浸水

深、避難場所、トイレの確認等、水害を意識しな

がら、体力づくりのためにウォーキングツアーを

実施しました。 

「普段何気なく通っている場所の想定浸水深の

高さに驚いた」「避難を考えて歩くと何気なく通

っている道も違って見えてきた」と大反響。 

江南地区のウォーキングツアーでは西新井警察

署から地域課とふれあいポリスが参加してくださり、警察官見守りのもと、交通安全も

考えるツアーとなりました。 
 

■ まちの保健室「えんがわ」（宮城） 

ふれあいファミリークリニック様×ファーコス薬局み

やぎ様×包括新田の連携で地域の集いの場として

動き始めました。 

「いつもの医師・看護師・薬剤師等にこの機会だ

からと、改まって聞くほどではないけれど聞いてみ

たかった、ちょっとした疑問が解決できた！」「健

康の話題で初対面の方とも意気投合した！」と好

評。地域ならではの絆づくりとなっています。 
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地域包括支援センター関原   ℡3889-1487 
協 力 員 113 

協力機関 56 

 絆のあんしんネットワーク連絡会～人生 100 年時代の認知症 in 梅田～ 

連絡会では地域の様々な課題について話し合いを行っています。その中で、地域での

認知症支援といった区の支援策は、意外と知られていないことが分かりました。それぞ

れの機関、人が各々頑張ってはいますが、「地域の方にもそれぞれの取り組みを知って

いただく横のつながりがあまりないのではないか」という課題が挙げられました。今後

はその解消に取り組みます。 

■ 地域の見守り活動 

 「梅田通あった会」は 10 年にわたって地域の

高齢者の見守りパトロールを継続しています。活

動には梅田区民事務所やふれあいポリスなども

協力しています。 

梅田通町会の片山会長はパトロール中、高齢者

の皆さんの声に耳を傾けてくださり、物忘れの不

安などを耳にすると、包括へつないでいただくこ

ともあります。 

■ 団体連携のイベント開催 

 梅田地域学習センター、ふれあいサ

ロン「つくし会梅田」と大日本印刷株

式会社様、包括関原での共同イベント

として「絵を見て話そう！対話型美術

鑑賞ワークショップ 」が開催されまし

た。日本画から中世画まで様々な美術

作品を鑑賞しながら、楽しく意見交換

をすることで認知機能の維持・向上の

トレーニングになるそうです。 

認知機能の向上とともに、地域の方

や各機関がお互いを知る機会ともなり

ました。 

梅田通町会の片山会長 
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地域包括支援センター千住西  ℡5244-0248 
協 力 員 46 

協力機関 43 

 
千住西版 「人生 100 年時代の暮らし方」 実践プラン 2021 
普段からさまざまな事柄にアンテナを張って、さまざまな人の考え方を学ぶ。意外な

気づきや新たな発想が生まれるかも？ 連絡会では、暮らしの知恵や引き出しをさらに

増やすため、(1)健康の維持 (2)孤立の防止 (3)地域での活躍 (4)老いへの備え の

4つの柱（ビジョン）について検討しました。 

■ 専門相談協力員(民生・児童委員)との連携 4 月 12 日(月)開催 

千住西エリア 7 つの課題を共有して気になる課題をもとに「私たちのまちをどんな地

域にしたいですか？」「私たちのまちで何をやってみたいですか？」と個人ワークを実

施。集計の結果、個人や家族・町会や地域でできる具体的な取り組みが見えてきました。 

■ 千住を明るく元気なまちにしよう！実践プラン 6 月 28 日(月)開催 

 

協力員(シティガイド・防災士)の中嶋氏から、①千住宿の歴史②街並みの変化③町会

別人口数④人口構成の推移⑤秋の水害、をもとに千住の未来が語られました。その結

果、新たな地域活動「歴史・防災 ウォーカー千住」の発足が決定しました。 

「人生 100 年時代の暮らし方」実践プラン 2022 へと続きます 

二
十
五
名 

参
加 

會
田
課
長
も
出
席 

民
生
・
児
童
委
員 

二
十
三
名 

参
加 

協
力
員
・
協
力
機
関
等 

三
十
六
名 

参
加 

中
嶋 

喜
文
氏 

■ 千住のあれこれ＆実践プラン 2021 中間報告 10 月 18 日(月) 開催 

実践プラン 2021 では、「明るく元気なまち・千住へ」をテーマにグループワークを行

い、参加者の意見をもとに企画案を作り、参画メンバーを募りました。 

その後、企画案をもとに葬儀社を講師に招き、「老いじたく」について連絡会を開催

するなどの活動につながりました。 
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地域包括支援センター千寿の郷 ℡3881-1691 
協 力 員 21 

協力機関 27 

 

地域課題や取り組みたいことがたくさん 

「5 年後にはこんなまちにしたい」と出され

た意見の中から、「すぐ取り組みできそうなこ

と」をピックアップし、白板にアイデアを書き

だし、全体で共有しました。 

たくさんの素敵なアイデアが出ました 

■ こんな取り組みをしたい！ 

令和 3 年度の連絡会は、コロナ禍でも工夫しながら行った地域活動の取り組みの紹

介と、「足立区地域包括ケアシステムビジョン」の自立期の 4つの柱に沿い、地域の課

題を挙げ「5 年後にはこんなまちにしたい、こんなことをしたい」という取り組みの

アイデア出しを行いました。 

地域での工夫や取り組みを共有 

■ 話し合いの中から、公園で「太極拳」企画に 

コロナ禍で人との関りが減少したため、柳原

東町会では、孤立する住民や運動不足の解消を

目的に、公園で「太極拳」を行うことが企画さ

れました。緩やかな動きで誰もが無理なく、老

若男女問わずにできる「太極拳」は、参加者の

健康、変化、異変の気づきに加え、見守り活動

にもつながり、「健康の維持」「孤立の防止」「地

域での活躍」に地域ぐるみで取り組める良いこ

とだらけの企画です。春頃の開始を目指してい

ます。 

地域での課題を皆で検討し、無理なくできる

ことから取り組んでいく必要性を、参加者が感

じられる連絡会にしていきたいと思います。 

 

コロナ禍でもつながり合う。安心元気に暮らせるこんなまちにしたい！ 

■ コロナ禍のクリーン作戦に 100 人超え参加 

柳原西町会で行ったクリーン作戦では、親子な

ど多くの参加があり、参加賞が足りなくなるほど

だったと紹介がありました。 

参加者からは「コロナ禍で人とのつながりや顔

の見える地域活動を求めて、多くの方の参加につ

ながったのではないか」との発言がありました。 

 

活発な意見交換が出きました 
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地域包括支援センター千住本町 ℡3888-1510 
協 力 員 19 

協力機関 41 

 

 

 令和 3年度も感染者数が減らない状況からスタート。コロナ対策を重視した連絡会、

活動は何かを考え取り組みました。 
 

■ 絆のあんしんネットワーク連絡会（第二層協議体） 

※ ACP とは、将来の医療およびケアについて、そのご家族、医療、ケアチームが本人

による意思決定を支援するプロセスのこと 

 

連絡会では感染症予防の観点からグループワークは実施せず、参加者に意見を求めた

り、出来るだけ質疑応答の時間を確保しました。老い支度をテーマに②の終活を踏まえ

③の ACP につなげる予定でした。 

②の連絡会の後、千住本町だよりで連絡会とエンディングノートに

ついて取りあげたところ、反響が大きく、150 冊以上の配布につながり

ました。③は告知を行い多くの申込みをいただきましたが、まん延防

止措置に伴い急遽中止となりました。令和 4年度は是非開催したいと

思います。 

 

■ さくらなかよし会の誕生（花プロジェクト千住） 

コロナの影響で、協力機関である千住桜花苑（介護老人福祉施設）の菜園でボランテ

ィア活動をしていた方々の活躍の場が失われてしまいました。そこで、隣接する区立元

宿さくら公園の一部で活動を開始しました。 

都の公園協会の助成申請（苗や球根の現物支給）、区の公園管理課と花壇の自主管理協

定の締結なども行いました。花壇づくりに興味がある方を募集中！ 

①花プロジェクト千住 令和 2 年度の活動の振り返りと「令和 7年までに目指す地

域のすがた」について参加者から意見を聞いた。 

② 終活について考える 協力機関である溜屋近藤商店様（葬儀社）を講師に迎

え、区が発行しているエンディングノートをテキストに勉

強会を開催。 

③ あなたの思い伝えてい

ますか【中止】 

協力機関である「悠翔会在宅クリニック北千住」の院長を

迎えACP(※)について在宅医療の現場ならではの話を聞く。 

コロナ禍でもできる活動を！！ 
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地域包括支援センター中央本町 ℡3852-0006 
協 力 員 84 

協力機関 33 

人生 100 年時代の暮らし方 

 

収束の見通しが立たないコロナ禍で、地域住民である協力員、協力機関、民生委員の

方々との交流機会の場を持つことが難しく、みなさんとの距離が遠のいてしまうのでは

ないかと不安が尽きませんでした。こんな時だからこそ、地域の困り事や見守り活動に

関して地域住民として普段感じていることについて直接お顔を合わせてご意見を伺おう

と、協力員、協力機関、民生委員の方々全員に戸別訪問を実施しました。いただいた意

見を整理し、紙面にして配付することで、多様な視点やそこから浮かび上がる課題の種

について共有することができ、連絡会でさらに深めていこうと開催に向けた準備をして

きました。 

 

■ 絆のあんしんネットワーク連絡会の開催 

緊急事態宣言解除のタイミングを見て、令和 3年 11

月 1 日ようやく開催。42 名にご参加いただきました。

初めて連絡会に参加される方が多く、「地域での気にか

けあいが大切！」「コロナ自粛後の活動が重要だね」「健

康維持のために活動の場がほしいわ」「コロナ禍でも人

と話しがしたい…」など、前向きなご意見を多数伺う

ことができました。本来であれば、今回出たご意見に

ついて、次回の連絡会でより深めていく予定でした

が、感染状況から困難となりました。 

そこで「移動連絡会」と称し、連絡会の内容を紙面におこし、すべての協力員、協力

機関、民生委員の方々へ戸別訪問し、感想や次回に取り上げてほしいテーマについて意

見のフィードバックを行いました。報告用紙面を通じてやり取りが出来たことで、みな

さんと共に地域について考えていく第一歩となりました。 

 

 

 

 

認知症カフェや令和 4 年

度開催に向けた自主グル

ープ（健康維持）立ち上げ

準備会を実施中 

4グループに分かれて実施しました 

～他人事は自分事、これからのあんしんネットワークを考える～ 

■ 新たな活動場所 

  K・F STUDIO（ケイエフ スタジオ）：中央本町 4-13-16 

地域に活動ができる場所が少ない中で、多目的ホールを

地域の貸し出しスペースとしている K・F STUDIO 様が協力

機関として登録してくださいました。「高齢者が楽しみを持

て、優しく見守れる環境を地域住民の一人として、作って

いきたい」と考える管理者の花井さんの思いも含め、中央

本町エリアの特性、居場所等への考え方の違いを共有し、

今後の協力体制構築を目指します。 
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地域包括支援センター東和  ℡5613-1200 
協 力 員 33 

協力機関 42 

顔の見える関係づくりをめざして 

「2025 年までに包括の存在を全地域住民に周知する」をビジョンの柱とした年間計画

書に基づき、連絡会でそれぞれの活動を検討しながら、地域づくりを進めてきました。 

 

■ シニアたいそう教室  

東和一丁目自治会と包括東和が協力して行う地域づくりの

一環として、地域に住む人々誰もが参加できる体操教室を目指

し、令和 3年 11 月 27 日（土）第 1回目を開催しました。 

令和 3年度、東和一丁目の高齢者見守り訪問の際に希望者を

募りました。東和一丁目自治会長であり、高齢者運動指導士で

もある神谷秀行氏により、身体が動きやすくなる「ストレッチ

運動」と足腰を強くする「筋トレ運動」を指導頂いています。

参加者 14 名全員から継続希望があり、月 1 回第 4 土曜日の開

催が決定しました。 

令和 4年度には自主化、サロン化ができるよう参加者を募り

ながら進めていく予定です。 

 

■ まちなか相談室 

令和 3年 10 月 18 日（月）「ふれあいサロンむつみ会」の中で開催し、介護保険サービ

スや介護保険外サービス、包括の業務について説明を

行いました。質疑応答を随時交えながら、毎日の生活の

中で不安に思っていることを解消していただく機会を

持つことができました。 

今後は銀行や郵便局、各施設等とも連携しながら開

催を検討し、包括を知ってもらう機会として活用予定

です。 

 

■ こども食堂応援即売会 

「一般社団法人こども食堂支援協議会」は北足立市場で仕入れた

新鮮な野菜を即売し、その収益金をこども食堂などの活動を行う団

体への支援金としています。現在は綾瀬東町会協力の下、田中モー

タ－ス倉庫にて、毎週金曜日 14 時から 2時間程度開催中です。スタ

ッフは近隣よりボランティアを募り、周知には包括東和も協力をさ

せて頂きました。近隣の高齢者の方々も大勢お見えになっていま

す。 



地域包括支援センター 活動報告 

21 

 

地域包括支援センター中川   ℡3605-4985 
協 力 員 39 

協力機関 38 

  わたしたちが目指す地域のすがた 

・ 世代関係なく助け合い・尊重し合える地域 

・ いくつになっても健康で生きがいを持てる地域 

・ 地域の交流や情報を見える化して、有事に情報共有・助け合いができる地域 
 

令和 3 年度より連絡会と第二層協議体の同時開催となり、連絡会の在り方について

確認。また、「自分たちの地域の良いところ」や「目指す地域のすがた」について検討

しました。意見を整理した結果、上記 3つの目指す地域のすがたが決まりました。 

■ 目指す地域の実現のために 

 目指す 3 つの地域のすがたの実現に向けた具

体的な取り組みについて「東和四丁目にある東

和親水公園を通じた憩いの場の創設」と「地域

の美化活動」の 2つの案が挙がりました。 

 東和親水公園は、子ガモが生まれる春には多

くの方がカモを見に集まっています。公園を通

じてどのような活動ができるのか、協力員の方

と一緒に足立区生物園に話を聴きに行きまし

た。 

 また美化活動については、多くの方が各自治

会等で積極的に活動されていることがわかりま

した。足立清掃事務所の協力を得ながら、今後

の具体的な取り組みについて考えていきます。 

■ 久しぶりの開催！花いっぱい活動 

 約 2 年ぶりの開催となりましたが、春に向け

て、チューリップの植え付け作業を行いました。 

作業前には皆さんでラジオ体操を実施。 

久しぶりの再会に、作業後は話が盛り上がっ

ていました。チューリップが咲く 4 月頃の再集

合を約束しました。 

 
チューリップの開花が楽しみです 

地域の良いところについての意見交換 
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地域包括支援センター西綾瀬  ℡5681-7650 
協 力 員 33 

協力機関 22 

 

併設デイサービスのトレーニングマシーンを地域住民へ開放！ 

 

地域住民が、気軽に身体を動かせる場所が必要！ 

デイサービスの営業時間外である夕方の時間帯にトレーニングマシーンの開放

を実現しました。 

 

■ コロナの影響 

連絡会の中で、コロナの影響により身体を動か

す機会、友人との交流の機会が減ったとの声が多

数上がりました。 

また、包括西綾瀬では令和 3 年以降、介護保険

に関する相談件数が倍増しました。 

運動や、人と関われる場所作りが必要と考え、

協力員、デイサービス職員と意見交換を進めまし

た。 

 

■ 実際に開始してみて 

利用者からは、「体力づくり

の場でもあるし、癒しの場でも

ある」「新しくチャレンジする

機会が生まれた」「新しい事に

取り組めるのが嬉しい」「閉じ

こもっている人をどんどん誘

って外へ連れ出したい」などの

声が上がりました。 

 

 

■ 今後の課題 

「男性の利用者が少なかったので、どうしたら増やす事が出来るのか」「利用曜日や時

間帯、告知方法を工夫する」などの意見が挙がりました。 

トレーニングマシーンの利用者同士の交流を通じ、生活する中の楽しみの場にしたい

です。将来的には利用する住民が主体となった活動につながれば良いと考えます。 
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地域包括支援センター西新井  ℡3898-8391 
協 力 員 43 

協力機関 44 

 

 

 

■ 喫茶店のオーナーと常連客が作ったおしゃべりの「場」 

西新井一丁目の「珈琲 はんなり」様では地元で気軽に話をしたり、介護の悩みを共有

できる場「井戸端かいご」をつくり、地域住民と交流をしています。オーナーと常連客

は協力員に登録くださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

■ 絆のあんしんネットワーク連絡会(第二層協議体) 

  西新井、栗原地域の「目指す地域のすがた」について説明を行い、支援のビジョンを

共有しました。見守り活動の手段の一つとして作成したメッセージカードについて、具

体的な修正点の話し合いや、配布物の置き場所については、「薬局・パークで筋トレ会場・

スーパー・理美容店に置いたらいい」との提案がありました。今後も身近な支え手を増

やしながら地域で協力していけるよう、取り組んでいきたいと考えています。 

 

 井戸端かいごの様子  

「身近な支え手の存在が幸せをつくる町 西新井 栗原地域」を目指して！ 
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地域包括支援センター西新井本町 ℡3856-6511 
協 力 員 13 

協力機関 28 

人と会うことをためらう状況の今こそ、地域のつながりを大切に！ 

令和 3 年度も新型コロナの影響を強く受けた 1 年となりました。西新井本町では「多

世代がつながり、互いに支えあえる地域」の実現に向けた 5ヶ年計画を 4月に策定、4つ

の柱(①地域での活躍 ②健康の維持 ③孤立の防止 ④老いへの備え）を軸に実践してい

ます。 

■ 自分らしい老いを迎える準備ができる地域へ 

9 月 29 日に「老い支度」と題して介護予防教室を実施しました。教室の開催にあたっ

ては、協力機関である「千代田セレモニー」の山田様にご協力を頂きました。足立区が

発行する“エンディングノート”に沿って、エンディングノートの記入方法や葬儀に関

する備えや留意点、お墓に関するご講義を頂きました。老い支度はなかなか話題にしづ

らいものの、人生の重要なテーマであり、本講座がこれを考える良い機会になったと考

えています。また、コロナ禍の葬儀の様子などについても分かりやすくお話を頂き、参

加された方々は興味深く耳を傾けておられました。 

 

 

 

 

 

 

■ 絆のあんしん連絡会(第二層協議体)で「地域の防災」について考えました 

緊急事態宣言が明け、10 月 19 日、約 10 ケ月ぶりに連絡会を開催しました。4 つの柱

から「孤立の防止」をテーマに、災害時に焦点を当て足立区災害対策課の下川氏に講義

を頂きました。西新井本町と西新井栄町地域の特性や、自然災害への対策に関し、詳し

いお話をいただきながら、意見交換を行いました。いずれの地域も高齢者人口は多く、

「インターネットを利用し、情報収集できる高齢者は限られている」といった意見が挙

がりました。また、配付いただいた地域の防災訓練に関する資料等について、「ぜひ活用

したい」といった声が上がるなど、活発かつ有意義な開催となりました。 

尚、下川氏からは「災害孤立の防止には普段からの地域による見守りと絆が大切であ

る」というお話を頂き、日頃からの“顔の見える関係づくり”がとても重要であると、

改めて実感しました。当センターとしても、地域の皆様と共に「人と人のつながり＝絆」

づくりに、いっそう励んでいきたいと認識を新たにしたところです。 

葬儀やお墓のことは生前から考えていきましょう 災害時の情報収集についても意見が出ました 
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地域包括支援センターはなはた ℡3883-0048 
協 力 員 21 

協力機関 19 

地域とともにコロナ禍でもできる取り組みにむけて 

今までの日常生活が一変して早 2 年が経ちました。少しずつですが、新たな生活様式

にも慣れてきました。花畑地域としても、今できることに確実に取り組み、皆様の協力

をいただきながら前に進んでいきたいと思っています。 

 

■ 自分も元気をもらえる！これからも顔の見える関係を続けていきたい。 

孤立ゼロプロジェクトを開始した当初から

活動を続けてくださっている栗木協力員。地

域の高齢者で困っている方がいれば、積極的

に声をかけ、必要に応じて包括にご相談くだ

さいます。「自分もいつかお世話になるかもし

れないし、みんなから声をかけてもらうこと

で元気をもらっている。嬉しいし、楽しい」と。

また、区主催の元気アップサポーター養成研

修にも出席され、サロン活動に役立てたいと

のことでした。 

これからも変わらずに活動を続けていただけ

るということで、包括としてもとても心強い協力員のお一人です。 

 

■ 地域づくりを共に考える絆のあんしんネットワーク連絡会 

コロナ禍で延期や中止もありましたが、令和

3 年度は 2 回開催することができました。毎回

感染症対策をしっかりと行いながら民生・児童

委員、協力員・協力機関、町会・自治会長、関

係機関の方々が、総勢 40 名以上参加してくださ

いました。 

連絡会はこれから数年間かけて、地域の特徴

を活かした居場所やネットワーク創出を目指し

て活動していきます。 

花畑地域は文教大学が開学し、花畑 3 丁目に

新しい特養の建設が予定されるなど、環境が年々

変化しています。コロナ禍ではありますが、地域の活動状況を知り、参加者の皆様と自

分たちができること、やりたいことを情報交換しながら、よりよい花畑地域になるよう

お役に立ちたいと考えています。 

地域の花壇活動エリアにて栗木協力員 

桜花亭の大会議場で開催 



地域包括支援センター 活動報告 

26 

 

地域包括支援センター 一ツ家 ℡3850-0300 
協 力 員 28 

協力機関 40 

 コロナ禍に負けない居場所づくりを目指して 

コロナ禍により人が集まる機会が制限され、高齢者のフレイルや孤立が心配さ

れます。包括一ツ家では「コロナ禍に負けない居場所作り」を目指し、地域住民や

協力機関と連携し、新たな活動も生まれました。 

 

■ 絆のあんしん連絡会で地域活動の発信 

地域住民と関係機関による「ほつかハートプロジェクト」で主催する「ほつか色

あそびコラボ展（地域住民の展覧会）」。感染対策の上、令和 3年も開催することに

なり、連絡会で関係者に開催のお知らせと作品募集の声かけを行いました。多くの

反応があり、最終的には 100 点近い作品が集まりました。3日間の来場者も延べ 500

人を超え、高齢者だけでない地域住民の活動の場となりました。 

包括ブースに集まった素晴らしい作品の数々 

発表と鑑賞、双方の楽しみを提供する場として 

■ 「GoGo レスク号」を地域につなぐ 

協力機関でもある六町駅前商店会レスク様の

移動販売車「GoGo レスク号」を関係者に紹介し、

販売場所が少しずつ増えました。外出の難しい福

祉施設入所者や地域住民の楽しみになっていま

す。 

■ 新たなふれあいサロンの立ち上げ 

「みんなで元気アップ教室」の修了者を中心にポー

ルウォーキンググループを立ち上げ、ふれあいサロン

登録を支援しました。 

ボランティアさんも加わり、一ツ家第一公園で毎週

金曜日 10 時から、元気に活動しています。 

 

 
人ごみを避けている人も 

静かな展覧会なら来るかな？ 
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地域包括支援センター日の出  ℡3870-1184 
協 力 員 25 

協力機関 22 

新しいつながりの形を目指して ～コロナの先に向かって～ 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、様々な活動の自粛が続く中、住民から「何

もしないでいたら、せっかく築いてきたつながりが途絶えてしまう」「今できることはな

いか」など、今できることにチャレンジしようとする声が上がりました。 

出来ることを考えたり、情報提供したり、一緒にチャレンジしたりと、新しいことに

取り組んだ 1 年間でした。 

 

■ 今だから出来ることを！ 

孤立しがちな高齢男性の活動の場として、連絡

会での話し合いから立ち上がった男性だけのサロ

ン「日・東・旭（さん・さん・さん）」。サロン名は、

メンバーが居住している町名（日ノ出町、千住東、

千住旭町）から 1 文字ずつとって名付けました。 

月１回、歴史散歩、吹き矢、カラオケなどのイベ

ントを行い会員同士の交流を楽しんでいました

が、コロナ禍では会うことはおろか、元気でいるか

確認することさえも出来ない日々が続きました。   

「このままではつながりが途絶えてしまう」「今出来ることをやろう」と中心メンバー

で検討。メンバーが作成した「お手紙通信」を会員宅に届けることで、つながりの確認

をしながら再開の日を待っています。 

 

■ 「お手紙通信」 

どんな「お手紙通信」にしたら会員が興味を持って読

んでくれるか、「街歩き情報も入れようか」「季節の花の

情報も入れようか」などを中心メンバーで話し合いな

がら進めてきました。第 1 号のテーマは「思い出の場

所」。会員に取材をして記事をまとめ、月 1回の発行を

目指しています。 

 

■ コロナ禍でもつながりを！ 

月 1 回中心メンバーで集まり、手紙の封入や次回の

打ち合わせを行い、その後はメンバーがそれぞれ会員

宅を回って投函。集まって活動は出来ないけれど、この

活動は、つながっていることを確認できる機会となっ

ています。コロナウイルス感染拡大が落ち着き、また皆

で出会える時には、この「お手紙通信」のことを懐かし

く振り返ることでしょう。 

何度も話し合いを重ねました 

お手紙通信は会員手作りです 
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地域包括支援センター保木間  ℡3859-3965 
協 力 員 53 

協力機関 42 

2025 年に向けて、どのような地域を目指すか？をテーマに活動 

団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年まであと 3 年。「何が保木間地域に不足し必要

なのか」「地域課題を話し合いどのような対策をしていくか」「どのような地域を目指す

のか」。当初、令和 3 年度は 2025 年問題をテーマに絆の活動を考えました。が・・・。 

令和 3 年度もコロナ禍の影響で連絡会の中止や絆の活動等を自粛する 1 年になってし

まいました。そんな中でも活動できた内容を報告します。 

 

■ 地域包括ケアシステム・絆の協力員・協力機関について絆のあんしん連絡会で確認 

コロナ感染の影響により開催中止が続いていましたが、11 月に感染が落ち着いたので

ようやく開催。 

内容は 2025 年のビジョンを検討するにあたり、地域包

括ケアシステムの説明が必要と思われるため、地域包括

ケア推進課介護予防・生活支援担当の河内係長に講義を

お願いしました。 

また、地域包括ケアシステムでは協力員・協力機関の皆

様は重要な位置づけになるため、改めて協力員・協力機関

の活動や役割について、絆づくり担当課の田中係長よりお話をしていただきました。 

講義後、参加された皆様よりいろいろな質問・意見も聞かれました。活動している中

でどのように対応すればいいか悩まれている方もいらっしゃいました。本来ならグルー

プワークで話し合いの機会が持てればよかったのですが、

感染予防対応中では難しく質疑応答による対応となりま

した。 

以上を踏まえた上で、地域包括ケアシステムの 4つの柱

から何を最優先課題と考えているのかアンケートを行い

ました。集計・報告後、今後の連絡会での話し合いのテー

マを決めていきます。 

 

 

■ 民生・児童委員（専門相談協力員）との勉強会でも話し合いました 

保木間地区担当の民生・児童委員より包括保木間に勉強会の依頼があり 12 月に開催し

ました。民生・児童委員の皆様も地域での重要な役割を担うため、連絡会でテーマにし

た地域包括ケアシステムについての話をさせていただきました。 

会場の広さ等、感染予防対策が出来たためグループワークを行い、民生・児童委員か

らみた地域について話し合い、活発な意見交換が行われました。意見は連絡会にも反映

していきます。 
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地域包括支援センター本木関原 ℡5845-3330 
協 力 員 49 

協力機関 37 

絆のあんしん協力機関のご紹介 

■ 地域の見守りを行いながら薬局での「地域の居場所」を目指しています 
 

平成 24 年 9 月より協力機関にご登録いただいている「ファーコス薬局 回生堂」様は、

薬剤師 5 名、事務員 2 名の薬局です。医療機関と情報共有をしたり、薬の受け渡し時や

待ち時間等を利用してちょっとした相談に乗り、地域で心配な方や気になる方がいたと

きは包括へ連絡をくださいます。 

古山薬局長は連絡会へ毎回参加され、地域課題についていろいろなご意見も。今後は

薬の相談だけではなく健康、栄養、その他なんでも気軽に話せる「地域の居場所」とし

て薬局内のスペースを活用していきたいとのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 第 1 回絆のあんしんネットワーク連絡会（第二層協議体）を開催しました 

令和 3 年 10 月 27 日に第 1 回連絡会を開催しました。コロナ禍で約 1 年ぶりの開催と

なりました。 

今回のテーマは「二層協議体について知ろう～本木関原の目指す地域のすがた～」。本

木関原の地域のビジョン「災害にあっても、認知

症になっても安心して暮らせる地域を目指す」に

ついて地域関係者の皆さんと意見交換をしまし

た。 

目指すビジョンの実現には、個人のつながりが

重要であり、社会資源の周知や、その多様性も必

要だということを再認識しました。 

令和 4年度も引き続き、連絡会を通じて意見交

換、地域づくりを進めていきます。 

ファーコス薬局 回生堂   住所：足立区関原 1-7-4 

職員の皆様          医療関係者と連携       居場所スペース 
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地域包括支援センター六月   ℡5242-0302 
協 力 員 37 

協力機関 26 

コロナ禍だからこそ取り組むべき地域課題 

 コロナ禍の中で、様々な地域課題が浮き彫りにな

ってきました。そこで、令和 3 年度 第 1 回目の連絡

会では「取り組むべき地域課題」について検討を行い

ました。 

 

■ 会議の内容 「取り組むべき地域課題」 

  コロナ禍で閉じこもり気味になり、フレイル（虚弱）状態になってしまう高齢者が増

えている今、住民主体の活動として「らく・はやウォーキング(※)」を広めよう！そし

て「らく・はやウォーキング」をやっている公園を増やしていこう！という方針とな

り、協力員、民生・児童委員にご協力いただき、住民主体の活動として、「らく・はや

ウォーキング」がスタートしました。 

 

 

■ 住民主体の活動として、らく・はやウォーキングをしている公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者からは「週 1回みんなと一緒に歩くのが楽しみだから続けられる」「身体の調

子が良くなってきた。姿勢が良くなった」「気軽でよい」と好評です。 

 

連絡会の様子 

※ らく・はやウォーキングとは、普段歩いている速さで 3分・早歩きで 3分を交互に繰り返

して、1日 15 分間程度早歩きを行うウォーキング方法です 

場 所：島六ふれあい公園 

    藤棚のあたりに集合 

住 所：足立区六月 1－7－1 

活動日：毎週火曜日 9：00～ 

参加費：無料 

らく・はやウォーキングの資料が欲しい方は、地域包括支援センター六月にご連絡

ください 

らく・はやウォーキング記録表とらく・

はやウォーキング説明書。 

開始前に簡単に説明を行い、誰でもいつ

でも参加できるようにしています 
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活動報告 

次ページにて、「わがまちの孤立ゼロプロジェクト」の登

録団体の活動の一部をご紹介します。 

 

「わがまちの孤立ゼロプロジェクト」とは、町会・自治会、

マンション管理組合が日常的に行う、「声かけ」「訪問」、集

会室や会館を使った高齢者の「居場所づくり」などに対し、

区が物品を提供し、応援する事業です。 

 

わがまちの孤立ゼロプロジェクト 



わがまちの孤立ゼロプロジェクト 活動報告 
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島根四丁目第三自治会 

 

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動概要】 

島根四丁目第三自治会は、令和 3 年度新たに集

会室を活用したふれあいサロン「サロン♡シマフォ

ー」を立ち上げました。 

もともと近隣施設の交流スペースを借りて開催

していましたが、新型コロナウイルス感染拡大の

影響で開催場所の使用が困難になり活動を中断。 

しかし、会長は「みんながすぐに集まれる集会

室があるのに、活用しない手はない！」と、サロ

ンの再開を決意。コロナ禍という厳しい状況のな

かで、地域住民が安心して集まれる居場所づくり

のため、自治会メンバーと何度も話し合いの場を

設け、名称と場所を変えて新たな“居場所”が誕

生しました。 

新たな名称には、誰もが気軽に参加できるよう

に“こころ”を込めて「♡」を。 

運営スタッフ全員が、「こういった活動を他の

地域にも広めたい！」という想いをもって活動し

ています。 

令和 3年 10 月には、感染症対策を徹底し

たうえで「サロン♡シマフォーオープニング

イベント」を開催しました。 

イベントには、協力員を含む 30 名以上の

地域住民が参加。血管年齢測定や歩行状態

測定、講座、ラジオ体操など盛りだくさん

の内容に、多くの笑顔が生まれました。 

▼ オープニングイベントの様子 

【サロン♡シマフォー 活動内容】 

日 時 : 毎月第 4火曜日 14 時～15 時 （祝日にあたる場合は日程の変更あり） 

会 場 : 島根四丁目第三自治会 集会室 

内 容 : 体操・おしゃべり・折り紙・歌・講座 など 

持ち物 : 上履き（滑りにくい履物）・マスク 

参加費 : 50 円 ※別途、材料費などが発生する可能性あり 
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          資料編　絆のあんしんネットワーク連絡会実施一覧

地域包括
支援センター

開催日
参加
人数

内容

令 和 3 年 7 月 1 日 12
2025年へ向けて目指す地域のすがたについて考える
～生活習慣病やフレイル予防に取組み健康寿命を延ばそう～

令 和 3 年 11 月 30 日 37 2025年へ向けて目指す地域のすがたについて考える

令 和 3 年 10 月 6 日 36 二層協議体とは？　～地域のこれからを話す会～

令 和 3 年 12 月 2 日 29 低栄養（フレイル）を予防しよう　～食事についてのお話～

令 和 3 年 10 月 19 日 46 「私たちの町づくり」　～ながら見守り活動を通して～

令 和 3 年 12 月 21 日 27 わたしの人生の潤い

令 和 3 年 7 月 5 日 22
「コロナ禍でのつながりを考える」
講師：ドコモショップ尾久橋通り店　俵氏、斎藤氏、澄川氏

令 和 3 年 10 月 12 日 4
コロナ禍でのつながりを考える　ICTに絡む特殊詐欺について
講師：足立区消費者センター　藤沢氏、保坂氏

令 和 3 年 11 月 15 日 13 地域活動再開　状況報告　昨年から今年にかけて 意見交換

令 和 3 年 12 月 15 日 12 コロナ禍でのつながりを考える

令 和 3 年 11 月 27 日 24
「コロナ禍を経てこれからも地域と共に」
コロナ禍における活動について状況報告・意見交換

令 和 4 年 3 月 29 日 20 スマートフォンを使ってみよう！

令 和 3 年 6 月 29 日 19
絆のあんしん連絡会（第二層協議体）の意義と見守り対応における地域課題の発
見から今後について考える(二部制)

令 和 3 年 7 月 7 日 16
絆のあんしん連絡会（第二層協議体）の意義と見守り対応における地域課題の発
見から今後について考える(二部制)

令 和 3 年 10 月 29 日 23 地域課題の発見から今後について考える

令 和 3 年 12 月 22 日 31
公的制度や地域住民を支える関係機関を学習することで、地域を支える仕組みを
理解する

令 和 3 年 10 月 16 日 16 これからの「絆のあんしんネットワーク連絡会」で目指すこと

令 和 3 年 11 月 20 日 15 2025年までに目指す地域のすがた

令 和 4 年 1 月 15 日 16 2025年までに目指す地域のすがた

令 和 3 年 10 月 12 日 10 地域の課題と現状　目指す四つの柱について　第一回

令 和 3 年 11 月 17 日 16 地域の課題　目指す四つの柱について　第二回

あだち

伊興

入谷

扇

江北

さの

令和3年度　絆のあんしんネットワーク連絡会　実施一覧

■　 絆のあんしんネットワーク連絡会
　　  絆のあんしん協力員、絆のあんしん協力機関、民生・児童委員など関係者が集まり、見守り活動を行うにあたって必要な知識の取得や活動の
       啓発、    能力向上のための勉強、ネットワークづくり、地域の状況把握、活動の方向性、地域の課題などについて話し合う定例会です。

基幹

鹿浜
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                                                                                                 資料編　絆のあんしんネットワーク連絡会実施一覧 

地域包括
支援センター

開催日
参加
人数

内容

令 和 3 年 10 月 29 日 12 地域における風水害の避難について意見交換

令 和 3 年 11 月 5 日 18 （江南地区）地域における風水害の避難について

令 和 3 年 11 月 19 日 16 （新田地区）今年度からの連絡会について、アンケート結果報告

令 和 3 年 11 月 26 日 19 （新田地区）地域における風水害の避難について

令 和 3 年 4 月 22 日 30 梅田地域で、みんなで認知症について話す会

令 和 3 年 11 月 17 日 18 「人生100年時代の認知症㏌足立梅田」の取り組みについて

令 和 3 年 4 月 12 日 23 人生100年時代の暮らし方　～民生委員と包括支援の連携～

令 和 3 年 6 月 28 日 36
人生100年時代の暮らし方
～「千住を明るく元気なまちにしよう！2021」実践プラン～

令 和 3 年 10 月 18 日 25
千住のあれこれ　～シティガイド中嶋氏の千住研究と散歩のコツ～
人生100年時代実践プラン　～中間報告と今後の予定～

令 和 3 年 12 月 22 日 18 「老いへの備え」　～備えのない人　備えのある人～

令 和 4 年 3 月 28 日 10 人生100年時代の暮らし方～ワクワク・ドキドキ！実践プラン2022～

令 和 3 年 4 月 20 日 21 コロナ禍でもつながり合う　安心元気に暮らせるこんなまちにしたい

令 和 3 年 10 月 12 日 30 ICT活用アンケート結果　スマホ活用方法　地域の動きなどの意見交換

令 和 3 年 11 月 9 日 27 5年後に目指す私たちの地域

令 和 4 年 1 月 11 日 28 5年後に目指す私たちの地域

令 和 3 年 4 月 14 日 11 みどりの魅力でつながるまち「花・プロジェクト千住」

令 和 3 年 10 月 19 日 19 「終活」について考える　～老いへの備え～

中央本町 令 和 3 年 11 月 1 日 42  人生100年時代の暮らし方　～他人事は自分事、これからのあんしんネットワークについて考える～

令 和 3 年 6 月 29 日 29 年間計画書について　～2025年までの理想の地域づくりを目指して～

令 和 3 年 10 月 26 日 30
絆のネットワーク構築のための体操教室の開催について
終活　～エンディングノートを活用しよう～

令 和 3 年 12 月 14 日 25 地域が行う体操教室　スマートフォンの活用について　ほか

令 和 4 年 3 月 30 日 28 令和3年度に実施した活動の振り返りと令和4年度に向けて

中川 令 和 3 年 6 月 24 日 22 令和3年度からの絆のあんしんネットワーク連絡会について

千住本町

千住西

千寿の郷

東和

新田

関原
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          資料編　絆のあんしんネットワーク連絡会実施一覧

地域包括
支援センター

開催日
参加
人数

内容

令 和 3 年 10 月 12 日 27 目指す地域のすがたを実現するために何をしたらよいか

令 和 3 年 12 月 2 日 26 「カモを守る会」「美化活動」について

令 和 4 年 3 月 24 日 27 足立区のごみの現状とゴミ出しのルールについて

令 和 3 年 6 月 25 日 12 令和2年度事業報告と、取り組みから見えた課題

令 和 3 年 10 月 22 日 13 西綾瀬デイサービス　トレーニングマシンの地域開放に向けて

令 和 3 年 11 月 26 日 16 西綾瀬トレーニングマシン開放と絆活動の連携について考える

令 和 4 年 3 月 25 日 17 西綾瀬トレーニングマシン開放と絆活動の連携について考える

令 和 3 年 11 月 22 日 19 「目指す地域のすがた」について

令 和 4 年 3 月 24 日 4 井戸端かいご「はんなり」活動報告

令 和 3 年 10 月 19 日 19
地域の防災について考える
講師：災害対策係　下川氏

令 和 3 年 12 月 14 日 18 多世代がつながり互いに支えあえる地域へ

令 和 3 年 10 月 19 日 45 足立区地域包括ケアシステムビジョンについて

令 和 3 年 11 月 30 日 49 連絡会参加者と機関の紹介および地域での役割について

令 和 3 年 10 月 23 日 25 自主グループ情報交換会　～運動と交流のノウハウを共有しよう～

令 和 3 年 12 月 10 日 23 アートでつながる街づくり～色あそびコラボ展を盛り上げよう～

令 和 3 年 6 月 22 日 9 「いつまでも安心して暮らし続けられる魅力ある地域」について

令 和 3 年 10 月 27 日 13 コロナ禍の地域の現状と今後に向けて（意見交換）

令 和 3 年 12 月 22 日 14 地域にあったらいいなと思う活動について

保木間 令 和 3 年 11 月 27 日 39 地域ケアシステム　絆のあんしん協力員・機関について

本木関原 令 和 3 年 10 月 27 日 21 二層協議体について知ろう　～本木関原の目指す地域のすがた～

令 和 3 年 10 月 29 日 32 取り組むべき地域課題について

令 和 3 年 12 月 23 日 32
らく・はやウォーキング、地域ケア会議の報告
災害時の高齢者の避難について

令 和 3 年 5 月 18 日 10
第28回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキンググループ
（zoomによるオンライン開催）

令 和 3 年 6 月 15 日 17
第29回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキンググループ
（zoomによるオンライン開催）

六月

千寿の郷・
日の出
合同

一ツ家

日の出

西綾瀬

西新井

西新井本町

はなはた

中川
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                                                                                                 資料編　絆のあんしんネットワーク連絡会実施一覧 

地域包括
支援センター

開催日
参加
人数

内容

令 和 3 年 7 月 20 日 14
第30回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキンググループ
（zoomによるオンライン開催）

令 和 3 年 8 月 17 日 18
第31回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキンググループ
（zoomによるオンライン開催）

令 和 3 年 10 月 19 日 23 第32回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキンググループ

令 和 3 年 11 月 30 日 15 第33回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキンググループ

令 和 3 年 12 月 21 日 20 第34回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキンググループ

令 和 4 年 1 月 18 日 18
第35回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキンググループ
（zoomによるオンライン開催）

令 和 4 年 2 月 15 日 16
第36回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキンググループ
（zoomによるオンライン開催）

令 和 4 年 3 月 22 日 23
第37回　常東地域あんしん拡大推進会議　事業所ワーキンググループ
（zoomによるオンライン開催）

千寿の郷・
日の出
合同
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孤立ゼロプロジェクト進捗状況（令和４年３月末現在） 

 

１ 孤立ゼロプロジェクト推進活動開始町会・自治会について 

 平成３０年３月末で全ての町会・自治会における１回目の孤立ゼロプロジェクト実態

調査が終了しました。また、２回目の調査を実施した町会・自治会が８割を超えました。 
 

全町会・自治会数 調査開始町会・自治会数 実施率/終了率 

４４０団体（※１） ４４０団体（※２） １００％ 

上記のうち２回目以上調査終了数 ３６５団体 ８３．０％ 

※１ 調査後に休会した３団体を含む ※２ 調査後に解散した６団体を除く 

 

 

２ 高齢者実態調査実施状況について 

 累計の調査世帯数は４８，９００世帯を超え、孤立のおそれがある世帯が５，８７５

世帯見つかりました。孤立のおそれの割合は１２％となっています。 
 

 

 

３ 調査世帯のその後の対応について 

  実態調査にて「孤立のおそれ」「入院・不在等」「不同意」の判定が出た世帯に対して、

地域包括支援センターがアセスメントを行ったところ、４，６３０世帯が地域社会や支

援につながりました。 
 

 
地域包括支援ｾﾝﾀー  

により状況確認中 

孤立状態で 
ないと判断 

地域社会や支援につながった 

絆のあんしん 
協力員の訪問 

地域包括支援 
ｾﾝﾀー による支援 

介護保険 
サービス開始 

地域社会と 
つながった世帯 

孤立のおそれ 

５，８７５世帯 

９９世帯 
（１．７％） 

３，５２４世帯 
（６０．０％） 

３１世帯 
（０．５％） 

２７７世帯 
（４．７％） 

１，０６７世帯 
（１８．２％） 

８７７世帯 
（１４．９％） 

入院･不在等 

４，９８２世帯 

２０２世帯 
（４．１％） 

３，３６８世帯 
（６７．６％） 

９世帯 
（０．２％） 

２９８世帯 
(６．０％） 

５３３世帯 
（１０．７％） 

５７２世帯 
(１１．５％） 

不同意 

２，４４７世帯 

７８世帯 
（３．２％） 

１，４０３世帯 
（５７．３％） 

４世帯 
（０．２％） 

１８６世帯 
（７．６％） 

３０８世帯 
（１２．６％） 

４６８世帯 
（１９．１％） 

合計 

１３，３０４世帯 

３７７世帯 
（２．８％） 

８，２９５世帯 
（６２．４％） 

４４世帯 
（０．３％） 

７６１世帯 
（５．７％） 

１，９０８世帯 
（１４．３％） 

１，９１７世帯 
（１４．４％） 

※調査後の転出・死亡等４，２７２世帯含む  

 

 

調査世帯数 孤立なし 孤立のおそれ 入院･不在等 不同意 

４８，９２０世帯 

（６０，０７８人） 

３５，６１６世帯 

（４４，５０６人） 

５，８７５帯 

（７，３３１人） 

１２．０％ 

４，９８２世帯 

（５，２８０人） 

１０．２％ 

２，４４７世帯 

（２，９６１人） 

５．０％ 
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合計４，６３０世帯が地域社会や支援につながった 



Ａ
B

B
/
A
(
％
)

順
位

C
C
/
A
(
％
)

順
位

1
基
幹

梅
島
､
島
根
､
中
央
本
町
１

27
,0
90

5
,9
9
2

2
2.
12

2
2

2,
23
7

8
.2
6

17

2
あ
だ
ち

足
立
､
梅
田
１
､
中
央
本
町
２

18
,7
61

4
,6
0
7

2
4.
56

1
3

1,
73
6

9
.2
5

9

3
伊
興

伊
興
､
伊
興
本
町
､
東
伊
興
､
西
伊
興
､
西
竹
の
塚

34
,8
15

8
,1
8
1

2
3.
50

2
0

2,
77
4

7
.9
7

21

4
入
谷

入
谷
､
舎
人
､
古
千
谷
､
古
千
谷
本
町

32
,2
89

7
,8
0
8

2
4.
18

1
6

2,
37
7

7
.3
6

23

5
扇

扇
､
興
野
､
本
木
東
･
西
･
南
･
北
町

27
,7
80

7
,3
0
7

2
6.
30

9
2,
51
9

9
.0
7

11

6
江
北

江
北
､
堀
ノ
内

20
,8
24

6
,6
5
7

3
1.
97

2
2,
60
2

12
.5
0

2

7
さ
の

佐
野
､
大
谷
田
２
～
５
､
六
木
､
加
平
､
北
加
平
､
神
明
､
神
明
南
､
辰
沼

48
,2
80

11
,
88
3

2
4.
61

1
2

3,
97
8

8
.2
4

19

8
鹿
浜

鹿
浜
､
加
賀
､
皿
沼
､
椿
､
谷
在
家

33
,1
71

8
,3
3
5

2
5.
13

1
1

2,
80
1

8
.4
4

14

9
新
田

新
田
､
宮
城
､
小
台

27
,6
07

5
,9
1
3

2
1.
42

2
4

2,
02
8

7
.3
5

24

10
関
原

梅
田
２
～
８

23
,4
77

5
,6
1
9

2
3.
93

1
8

1,
94
0

8
.2
6

16

39

11
千
住
西

千
住
桜
木
､
緑
町
､
龍
田
町
､
中
居
町
､
宮
元
町
､
仲
町
､
河
原
町
､
橋
戸
町

28
,4
50

6
,2
8
3

2
2.
08

2
3

2,
34
3

8
.2
4

20

12
千
寿
の
郷

柳
原
､
関
屋
町
､
曙
町
､
東
１

15
,1
53

3
,6
5
5

2
4.
12

1
7

1,
25
5

8
.2
8

15

13
千
住
本
町

千
住
１
～
５
､
千
住
元
町
､
柳
町
､
大
川
町
､
寿
町

21
,9
79

5
,8
0
5

2
6.
41

8
2,
24
0

10
.1
9

5

14
中
央
本
町

中
央
本
町
３
～
５
､
青
井
１
・
３
～
６
､
西
加
平

24
,5
96

6
,5
1
3

2
6.
48

7
2,
03
0

8
.2
5

18

15
東
和

綾
瀬
､
東
綾
瀬
､
谷
中
､
東
和
１
・
３

55
,4
61

10
,
14
2

1
8.
29

2
5

3,
59
5

6
.4
8

25

16
中
川

東
和
２
・
４
・
５
､
中
川
､
大
谷
田
1

29
,6
04

7
,7
6
3

2
6.
22

1
0

2,
82
3

9
.5
4

8

17
西
綾
瀬

西
綾
瀬
､
弘
道
､
青
井
２

19
,0
19

4
,6
2
4

2
4.
31

1
5

1,
70
6

8
.9
7

12

18
西
新
井

西
新
井
､
栗
原

33
,9
86

8
,2
7
7

2
4.
35

1
4

3,
03
4

8
.9
3

13

19
西
新
井
本
町

西
新
井
本
町
､
西
新
井
栄
町

24
,7
72

5
,9
1
8

2
3.
89

1
9

2,
25
4

9
.1
0

10

20
は
な
は
た

花
畑
､
南
花
畑
５

21
,0
86

6
,9
9
5

3
3.
17

1
2,
74
2

13
.0
0

1

21
一
ツ
家

一
ツ
家
､
平
野
､
六
町
､
保
塚
町
､
南
花
畑
１
～
４

34
,2
73

7
,8
7
7

2
2.
98

2
1

2,
57
0

7
.5
0

22

22
日
の
出

日
ノ
出
町
､
旭
町
､
東
２

11
,4
52

3
,1
8
1

2
7.
78

5
1,
15
8

10
.1
1

6

23
保
木
間

保
木
間
､
東
保
木
間
､
西
保
木
間
､

31
,2
55

8
,9
6
4

2
8.
68

3
3,
50
0

11
.2
0

3

24
本
木
関
原

関
原
､
本
木
１
･
２

15
,7
32

4
,3
6
6

2
7.
75

6
1,
58
0

10
.0
4

7

25
六
月

六
月
､
東
六
月
町
､
竹
の
塚

28
,3
46

7
,9
7
4

2
8.
13

4
3,
08
9

10
.9
0

4

68
9,
25
8

17
0
,6
39

24
.7
6

―
60
,9
11

8.
84

―

 
一
般
に
公
開
し
て
い
る
デ
ー
タ
と
は
抽
出
条
件
が
違
う
た
め
、
世
帯
数
や
人
口
が
異
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
化
率

単
身
高
齢
者
率

資料編　地域包括支援センター　担当圏域別人口

足
立
区
全
体

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
圏
域
別
人
口

令
和
4
年
4
月
1
日
現
在

№
セ
ン
タ
ー
名

主
　
な
　
町
　
丁

総
人
口
(
人
)
高
齢
者
数
(
人
)

単
身
高
齢
者
数

(
人
）



資料編 　高齢者人口・高齢化率推移

高齢者人口推移

ブロック別高齢化率推移

千住ブロック＝地域包括支援センター 管内

中部ブロック＝地域包括支援センター 管内

東部ブロック＝地域包括支援センター 管内

西部ブロック＝地域包括支援センター 管内

北部ブロック＝地域包括支援センター 管内

（ 入 谷 、 扇 、 江 北 、 鹿 浜 、 西 新 井 、 西 新 井 本 町 ）

（ 伊 興 、 は な は た 、 一 ツ 家 、 保 木 間 、 六 月 ）

　平成25年から令和4年までに高齢者人口は約15,800人増加し、高齢化率は23.11%から24.76%ま
で上昇しました。ここ数年、高齢化率はほぼ横這いで推移していますが、今後高齢者人口の増加
とともに上昇していくことが予測されます。

（ 新 田 、 千 住 西 、 千 寿 の 郷 、 千 住 本 町 、 日 の 出 ）

（ あ だ ち 、 基 幹 、 関 原 、 中 央 本 町 、 本 木 関 原 ）

（ さ の 、 東 和 、 中 川 、 西 綾 瀬 ）

　北部ブロックは令和3年に比べ、高齢化率は微減しています。一方で、東部ブロックは平成30
年から微増傾向にあります。
　その他のブロックは横這いの状態です。

令和4年4月1日現在

令和4年4月1日現在

（人）

154,772
159,323

163,743
166,936

168,914
170,332 170,983

171,724 171,485 170,63923.11%
23.73%

24.23%
24.55% 24.73% 24.80% 24.81% 24.79% 24.81% 24.76%

18.00%

19.00%

20.00%

21.00%

22.00%

23.00%

24.00%

25.00%

26.00%

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

180,000

25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 R2年 R3年 R4年

高齢者人口 高齢化率

15.0%

17.0%

19.0%

21.0%

23.0%

25.0%

27.0%

29.0%

25年 26年 27年 28年 29年 30年 3１年 R2年 R3年 R4年

北部

西部

中部
千住

東部

全体

 40



令
和
4
年
6
月
1
日
現
在

町
会
・
自
治
会
友
愛
ク
ラ
ブ

日
本
郵
便

株
式
会
社

消
防

電
力

ガ
ス

金
融
機
関

新
聞

配
食

サ
ー
ビ
ス

医
療
機
関

そ
の
他

（
商
店
等
）

1
基
幹

6
2

5
2

7
5

2
1

1
2

2
1
9

1
3

2
あ
だ
ち

4
0

4
2

1
4

3
0

0
2

0
1
9

1
3

3
伊
興

3
1

4
3

3
6

4
1

0
1

1
1
8

9

4
入
谷

4
3

2
7

2
4

3
0

3
0

0
1
1

4

5
扇

6
1

3
2

4
5

2
0

1
1

1
1
0

8

6
江
北

2
0

2
3

5
1

2
0

1
3

0
4

7

7
さ
の

3
5

4
3

4
9

2
0

2
4

0
1
6

6

8
鹿
浜

5
1

2
8

1
0

1
3

0
2

0
1

6
5

9
新
田

3
6

3
5

2
2

2
0

2
1

0
1
2

1
4

1
0
関
原

1
1
3

5
6

1
3

2
1

0
1

0
1

9
2
9

1
1
千
住
西

4
6

4
3

5
5

5
2

1
3

1
9

1
2

1
2
千
寿
の
郷

2
1

2
7

8
2

2
0

0
0

0
2

1
3

41

1
3
千
住
本
町

1
9

4
1

6
7

2
0

3
0

1
1
1

1
1

1
4
中
央
本
町

8
4

3
3

8
7

2
0

1
2

2
5

6

1
5
東
和

3
3

4
2

6
5

5
0

3
1

0
1
6

6

1
6
中
川

3
9

3
8

7
7

4
0

1
2

2
1
0

5

1
7
西
綾
瀬

3
3

2
2

5
5

1
0

1
0

0
7

3

1
8
西
新
井

4
3

4
4

2
4

3
0

2
1

0
1
9

1
3

1
9
西
新
井
本
町

1
3

2
8

2
3

4
0

2
1

1
1
1

4

2
0
は
な
は
た

2
1

1
9

4
5

3
0

2
0

0
5

0

2
1
一
ツ
家

2
8

4
0

5
8

3
0

2
0

2
9

1
1

2
2
日
の
出

2
5

2
2

2
2

1
0

1
2

0
6

8

2
3
保
木
間

5
3

4
2

1
6

4
3

0
1

3
0

8
7

2
4
本
木
関
原

4
9

3
7

2
1

2
0

1
1

0
1
7

1
3

2
5
六
月

3
7

2
6

6
3

3
1

1
1

1
6

4

-
そ
の
他
(
※
)

-
1
3

0
0

0
1

0
0

4
2

6

合
計

1
0
3
6

8
9
8

1
3
5

1
0
7

6
7

6
3
5

3
1

2
0

2
6
7

2
3
0

※
そ
の
他
(
足
立
区
1
件
、
荒
川
区
5
件
、
葛
飾
区
1
件
、
千
代
田
区
1
件
、
北
区
1
件
、
練
馬
区
1
件
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
1
件
、
埼
玉
県
三
芳
町
1
件
、
兵
庫
県
西
宮
市
1
件
)

絆
の
あ
ん
し
ん
協
力
員
・
協
力
機
関
登
録
数

N
o
.

セ
ン
タ
ー
名

絆
の
あ
ん
し
ん

協
力
員
数

絆
の
あ
ん
し
ん

協
力
機
関
数

絆
の
あ
ん
し
ん
協
力
機
関
内
訳

資料編　絆のあんしん協力員・協力機関登録数



自分にとってのちょうどいいを探していこう 

～ふれあいサロン活動について～ 

１ ふれあいサロンとは 

 地域の皆さんが運営する、皆さんが主役の“仲間づくり・居場所づくり・生きがい 

づくり”のための「交流の場」です。高齢の方同士、障がいのある方同士、子育て中 

の親子同士や多世代にわたって交流するなど自由な発想で活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 登録サロンの各種支援 

足立区社会福祉協議会では、各サロンからの相談以外にもサロンの立ち上げや運営 

に関する支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

３ お問い合わせ 

足立区社会福祉協議会 基幹地域包括支援センター 地域福祉課 

〒121-0816 足立区梅島 2-1-20 1 階（足立消防署隣） 

電 話 番 号：6807-2460/フ ァ ッ ク ス：5681-3374 

受 付 時 間：月曜日から金曜日 9 時～17 時 

（土曜日、日曜日、祝日、12 月 29 日から 1月 3日を除く） 

～ふれあいサロンの登録条件～ 

1 区民等の自主的・自発的活動であること。 

2 登録メンバー（協力者）が 3人以上であること。 

（メンバーの過半数は足立区在住または在勤） 

3 開催回数が原則月 1回以上で決まった場所で開催 

されていること。 

4 政治的、宗教的活動を目的としないこと。 

5 営利を目的としないこと。 

6 参加希望者の制限を行わないこと。ただし会場の ed 

定員による場合を除きます。 

1 サロン活動保険の加入（保険料は足立区社会福祉協議会が負担） 

2 広報のお手伝い（チラシの作成や印刷など） 

3 活動に対する助成金支援 

  ・ 立ち上げ時助成金（上限 1万円まで。お茶や食べ物などの消耗品は除く） 

  ・ 会場使用料助成金（1回 1,500 円まで、月の上限 3,000 円まで）など 

資料編 ふれあいサロン活動について 
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※ サロンによっては、新型コロナウイルスの影響により活動を中止している場合があります。 

詳細はお問い合せください。 

公式ＬＩＮＥ 

始めました。 
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札
、

将
棋

、
オ

セ
ロ

な
ど

高
齢

サ
ロ

ン
そ

よ
風

ベ
ル

モ
ン

ト
公

園
梅

島
1
丁

目
第

2
･
4
日

曜
10
:0
0-
1
2:
00

体
操

、
歌

、
折

り
紙

、
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

ご
近

所
サ

ロ
ン

ふ
れ

ん
ど

梅
島

住
区

セ
ン

タ
ー

梅
島

2
丁

目
月

1
回

不
定

期
13
:3
0-
1
4:
30

お
茶

飲
み

、
折

り
紙

、
体

操
、

歌
高

齢

梅
島

う
た

の
会

梅
島

住
区

セ
ン

タ
ー

第
2
集

会
室

梅
島

2
丁

目
主

に
第

3
火

曜
13
:3
0-
1
5:
00

体
操

、
歌

な
ど

高
齢

赤
ち

ゃ
ん

育
て

窓
口

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ

梅
島

3
丁

目
第

1
月

曜
10
:3
0-
1
1:
30

0
～

1
歳

ま
で

の
親

子
遊

び
子

ど
も

・
子

育
て

こ
そ

だ
て

窓
口

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ

梅
島

3
丁

目
第

3
金

曜
10
:3
0-
1
1:
30

1
～

3
歳

ま
で

の
親

子
遊

び
子

ど
も

・
子

育
て

朝
日

プ
ラ

ザ
ラ

ン
チ

朝
日

プ
ラ

ザ
管

理
事

務
所

梅
田

5
丁

目
第

2
･
4
土

曜
12
:3
0-
1
3:
30

月
に

1
～

2
回

一
緒

に
ラ

ン
チ

を
す

る
高

齢

梅
田

サ
ロ

ン
梅

田
住

区
セ

ン
タ

ー
梅

田
6
丁

目
第

2
月

曜
13
:0
0-
1
6:
00

お
し
ゃ
べ
り
、
茶
話
会
、
歌
、
編
み
物
、
折
り
紙
な
ど

高
齢

あ
だ

ち
マ

マ
サ

ロ
ン

足
立

区
N
P
O
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
梅

田
7
丁

目
毎

週
水

曜
10
:0
0-
1
1:
00

 
親
子
の
交
流
な
ど
居
場
所
づ
く
り
（
工
作
、
お
話
し
会
、
講
座
な
ど
）

子
ど

も
・

子
育

て

だ
ん

だ
ん

サ
ロ

ン
梅

田
地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
梅

田
7
丁

目
第

2
･
4
日

曜
13
:3
0-
1
7:
00

英
語

で
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

T
O
K
Y
O
サ

ロ
ン

梅
田

地
域

学
習

セ
ン

タ
ー

梅
田

7
丁

目
第

1
･
3
･
5
日

曜
13
:3
0-
1
7:
00

英
語

で
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

梅
田

ク
ラ

ブ
梅

田
地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
梅

田
7
丁

目
第

3
水

曜
10
:0
0-
1
1:
30

歌
、

音
楽

を
通

し
て

の
交

流
高

齢

サ
ロ

ン
プ

ラ
ウ

ド
プ
ラ
ウ
ド
シ
テ
ィ
梅
島
マ
ン
シ
ョ
ン
3
階
多
目
的
ル
ー
ム

梅
田

7
丁

目
第

2
･
4
金

曜
14
:0
0-
1
6:
00

歌
、

百
人

一
首

、
体

操
、

お
し

ゃ
べ

り
な

ど
高

齢

わ
か

ば
健

康
ク

ラ
ブ

足
立

成
和

信
用

金
庫

中
央

支
店

梅
田

8
丁

目
毎

週
月

曜
10
:0
0-
1
2:
00

体
操

、
お

し
ゃ

べ
り

、
音

読
、

脳
ト

レ
ゲ

ー
ム

高
齢

カ
ン

ガ
ル

ー
ガ

ー
デ

ン
ﾘ
ﾗ
ｲ
ｽ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
西
新
井
(
ｹ
ﾞ
ｽ
ﾄ
ﾙ
ｰ
ﾑ
1
、
体
育
館
な
ど
)
梅

田
8
丁

目
土

日
祝

日
不

定
期

親
子

の
交

流
な

ど
子

ど
も

・
子

育
て

「
行

け
！

メ
ン

ズ
」

と
歩

こ
う

会
島

根
公

園
及

び
中

央
公

園
島

根
2
丁

目
中

央
本

町
1
丁

目
毎

週
水

曜
10
:0
0-
1
1:
00

公
園

で
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
や

体
操

な
ど

高
齢

サ
ロ

ン
♡
シ

マ
フ

ォ
ー

島
根

四
丁

目
第

三
自

治
会

集
会

室
島

根
4
丁

目
第

4
火

曜
14
:0
0-
1
5:
00

お
し
ゃ
べ
り
、
折
り
紙
、
歌
、
講
座
、
体
操
な
ど

高
齢

し
ま

ね
サ

ロ
ン

島
根

4
丁

目
第

2
ア

パ
ー

ト
集

会
室

島
根

4
丁

目
第

4
日

曜
10
:0
0-
1
2:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

交
流

、
カ

ラ
オ

ケ
な

ど
高

齢

本
木

関
原

健
康

サ
ロ

ン
関
原
1
丁
目
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
住
宅
4
号
棟
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
ﾎ
ｰ
ﾙ

関
原

1
丁

目
毎

週
月

曜
12
:3
0-
1
6:
00

麻
雀

高
齢

本
関

ら
く

ら
く

サ
ロ

ン
足

立
区

愛
恵

ま
ち

づ
く

り
記

念
館

関
原

1
丁

目
第

1
･
3
火

曜
13
:0
0-
1
5:
00

体
操

、
茶

話
会

高
齢

梅
田

男
談

サ
ロ

ン
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
関

原
会

議
室

関
原

2
丁

目
第

1
･
3
火

曜
12
:3
0-
1
6:
00

男
性

限
定

で
麻

雀
、

囲
碁

、
将

棋
、

詩
吟

な
ど

高
齢

楽
楽

サ
ロ

ン
梅

田
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
関

原
関

原
2
丁

目
第

2
･
4
火

曜
10
:0
0-
1
1:
30

体
操

、
歌

な
ど

高
齢
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地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

本
関

男
暖

会
槍

ヶ
岳

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
関

原
2
丁

目
第

4
金

曜
10
:0
0-
1
2:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

清
掃

活
動

高
齢

劇
団

う
め

は
る

中
部

地
域

会
議

室
関

原
2
丁

目
第

1
･
3
木

曜
13
:0
0-
1
5:
00

寸
劇

の
練

習
、

歌
、

体
操

、
物

作
り

な
ど

高
齢

つ
く

し
会

う
め

だ
中

部
地

域
会

議
室

関
原

2
丁

目
第

1
金

曜
13
:3
0-
1
5:
00

朗
読

、
手

話
、

絵
描

き
他

高
齢

サ
ン

フ
ラ

ワ
ー

ひ
ま

わ
り

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

関
原

会
議

室
関

原
2
丁

目
第

1
･
3
火

曜
10
:0
0-
1
1:
30

体
操

、
交

流
高

齢

サ
ロ

ン
　

た
ん

ぽ
ぽ

五
反

野
ス

カ
イ

ハ
イ

ツ
集

会
室

中
央
本
町
3
丁
目

第
4
木

曜
13
:3
0-
1
5:
30

お
し

ゃ
べ

り
な

ど
高

齢

サ
ロ

ン
　

け
や

き
五

反
野

住
宅

集
会

室
中
央
本
町
3
丁
目

第
3
水

曜
10
:0
0-
1
2:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

折
り

紙
、

体
操

な
ど

高
齢

な
ご

み
の

会
中
央
本
町
4
丁
目
団
地
自
治
会
第
1
集
会
所

中
央
本
町
4
丁
目

第
4
日

曜
13
:0
0-
1
6:
00

お
茶

の
み

、
手

芸
、

カ
ラ

オ
ケ

な
ど

高
齢

本
木

あ
そ

び
サ

ロ
ン

日
介

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

本
木

本
木

1
丁

目
第

1
日

曜
10
:0
0-
1
1:
30

体
操

、
お

し
ゃ

べ
り

、
折

り
紙

、
カ

ラ
オ

ケ
高

齢

サ
ロ

ン
　

ニ
ュ

ー
ラ

イ
フ

マ
ン

シ
ョ

ン
集

会
室

小
台

2
丁

目
第

3
木

曜
13
:0
0-
1
5:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

体
操

、
コ

ー
ラ

ス
、

情
報

交
換

高
齢

虹
の

会
①

レ
ン

タ
ル

ル
ー

ム
フ

ォ
ー

・
ユ

ー
②

江
南

住
区

セ
ン

タ
ー

小
台

2
丁

目
①

第
2
火

曜
②

第
4
金

曜
14
:0
0-
1
7:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

エ
コ

キ
ャ

ッ
プ

数
え

な
ど

高
齢

た
の

し
ん

で
～

ん
新

田
1
丁

目
ア

パ
ー

ト
第

2
集

会
室

新
田

1
丁

目
第

3
日

曜
13
:0
0-
1
5:
00

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

り
ぼ

ん
ハ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
新
田
一
番
街
･
三
番
街
集
会
所

新
田

3
丁

目
第

2
火

曜
10
:3
0-
1
2:
00

地
域

の
親

子
を

対
象

と
し

た
交

流
子

ど
も

・
子

育
て

千
寿

お
と

こ
組

学
び

ピ
ア

千
住

5
丁

目
第
2
水
曜
･
第
4
木
曜

13
:3
0-
1
5:
30

お
し

ゃ
べ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

ス
タ

ッ
キ

ン
グ

高
齢

あ
ず

ま
お

ち
ゃ

っ
こ

会
千

住
東

町
住

宅
集

会
室

千
住

東
2
丁

目
第

2
水

曜
10
:0
0-
1
2:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

体
操

、
お

茶
、

歌
高

齢

男
の

健
康

ク
ラ

ブ
日

・
東

・
旭

千
住

東
町

住
宅

集
会

室
千

住
東

2
丁

目
第

3
金

曜
10
:0
0-
1
2:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

運
動

、
交

流
高

齢

か
た

つ
む

り
ア

ス
ナ

ロ
ル

ー
ム

千
住

仲
町

第
3
火

曜
12
:0
0-
1
5:
00

昼
食
、
お
し
ゃ
べ
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

高
齢

お
茶

の
間

カ
フ

ェ
事

業
所

空
き

ス
ペ

ー
ス

千
住

中
居

町
第

3
土

曜
10
:0
0-
1
1:
30

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

千
住

ひ
だ

ま
り

倶
楽

部
千

住
桜

花
苑

千
住

元
町

第
1
水
曜
･
第
3
金
曜

10
:0
0-
1
1:
30

体
操

高
齢

元
町

ほ
の

ぼ
の

サ
ロ

ン
元

宿
神

社
社

務
所

千
住

元
町

第
1
金

曜
10
:3
0-
1
2:
00

多
世

代
交

流
、

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

サ
ロ

ン
ド

く
つ

ろ
ぎ

千
住

柳
町

住
区

セ
ン

タ
ー

千
住

柳
町

第
1
日

曜
14
:0
0-
1
6:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

ら
く

ら
く

体
操

高
齢

ふ
れ

あ
い

歌
サ

ロ
ン

千
住

柳
の

会
千

住
柳

町
住

区
セ

ン
タ

ー
千

住
柳

町
第

3
日

曜
13
:0
0-
1
6:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

カ
ラ

オ
ケ

、
合

唱
、

体
操

高
齢

千
住

す
み

れ
会

千
住

柳
町

住
区

セ
ン

タ
ー

千
住

柳
町

第
4
水

曜
14
:0
0-
1
5:
00

セ
ラ

バ
ン

ド
を

使
っ

た
体

操
な

ど
高

齢

は
れ

ば
れ

サ
ロ

ン
コ

ー
シ

ャ
ハ

イ
ム

北
千

住
集

会
所

日
ﾉ
出

町
第

4
月

曜
13
:3
0-
1
5:
30

お
茶

の
み

、
ミ

ニ
講

座
、

地
域

住
民

と
の

交
流

高
齢

カ
フ

ェ
み

や
ぎ

１
宮

城
第

1
丁

目
ア

パ
ー

ト
集

会
室

宮
城

1
丁

目
第

4
土

曜
13
:0
0-
1
5:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

お
茶

飲
み

、
ゲ

ー
ム

、
歌

な
ど

高
齢

ゑ
び

す
会

ゑ
び

す
屋

柳
原

2
丁

目
第

2
水

曜
14
:3
0-
1
5:
30

お
し

ゃ
べ

り
、

歌
な

ど
高

齢

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
一
覧
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地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

綾
瀬

サ
ロ

ン
足

立
区

勤
労

福
祉

会
館

綾
瀬

1
丁

目
第

2
･
4
水

曜
9:
30
-1
2
:3
0

英
語

で
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

さ
わ

や
か

サ
ロ

ン
足

立
区

勤
労

福
祉

会
館

綾
瀬

1
丁

目
第

1
･
3
･
5
水

曜
9:
30
-1
2
:3
0

英
語

で
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

花
鳥

サ
ロ

ン
そ

ん
ぽ

の
家

S
綾

瀬
綾

瀬
2
丁

目
火
曜
※
第
3
は
除
く

14
:3
0-
1
6:
30

英
語

と
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

高
校

生
と

い
っ

し
ょ

個
人

宅
綾

瀬
4
丁

目
月
1
回
土
曜
（
不
定
期
）

14
:0
0-
1
7:
00

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
学
習
面
の
サ
ポ
ー
ト

子
ど

も
・

子
育

て

綾
瀬

サ
ロ

ン
ほ

っ
と

ミ
ッ

ク
ス

ﾚ
ｯ
ｸ
ｽ
ﾊ
ｲ
ﾂ
綾
瀬
ｽ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾀ
ﾜ
ｰ
1
階
集
会
室

綾
瀬

4
丁

目
第

3
木

曜
10
:0
0-
1
2:
00

お
し
ゃ
べ
り
、
健
康
体
操
、
歌
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

高
齢

笑
顔

の
ひ

ろ
ば

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

サ
ロ

ン
1
0
5

大
谷

田
1
丁

目
第

1
･
3
金

曜
10
:3
0-
1
4:
00

歌
と

お
し

ゃ
べ

り
、

お
り

が
み

な
ど

高
齢

む
つ

み
会

加
平

住
区

セ
ン

タ
ー

加
平

1
丁

目
月

1
回

不
定

期
13
:0
0-
1
5:
00

お
し
ゃ
べ
り
、
脳
ト
レ
な
ど
、
地
域
の
さ
さ
え
あ
い
づ
く
り

高
齢

ゆ
う

ゆ
う

ク
ラ

ブ
ア

ミ
カ

の
郷

亀
有

佐
野

1
丁

目
月
曜
※
第
5
も
含
む

10
:0
0-
1
1:
30

お
し

ゃ
べ

り
、

体
操

、
脳

ト
レ

高
齢

さ
の

す
こ

や
か

く
ら

ぶ
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
樹

2
階

佐
野

2
丁

目
毎

週
月

曜
14
:3
0-
1
6:
30

健
康

体
操

な
ど

高
齢

ハ
ッ

ピ
ー

の
会

佐
野

地
域

学
習

セ
ン

タ
ー

佐
野

2
丁

目
毎

週
月

曜
10
:0
0-
1
2:
00

体
操

交
流

高
齢

ひ
ま

わ
り

☀
さ

ん
佐

野
地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
佐

野
2
丁

目
毎

週
月

曜
10
:0
0-
1
1:
40

体
操

、
交

流
高

齢

サ
ロ

ン
「

友
＆

友
」

グ
リ

ー
ン

パ
ー

ク
新

綾
瀬

集
会

室
辰

沼
2
丁

目
第

3
木

曜
13
:0
0-
1
5:
30

ガ
ー

デ
ニ

ン
グ

高
齢

よ
つ

葉
サ

ロ
ン

①
東

和
住

区
セ

ン
タ

ー
②

佐
野

地
域

学
習

セ
ン

タ
ー

①
東

和
3
丁

目
②

佐
野

2
丁

目
①

第
1
･
2
･
4
木

曜
②

第
1
･
3
金

曜
①

1
0
:
3
0
-
1
5
:
3
0

②
1
2
:
0
0
-
1
7
:
0
0

健
康

麻
雀

高
齢

さ
く

ら
会

五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

西
綾

瀬
2
丁

目
第

2
･
4
水

曜
10
:0
0-
1
2:
00

体
操

、
歌

、
お

し
ゃ

べ
り

、
工

作
、

食
事

高
齢

M
I
K
K
E
(
み

っ
け

)
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

西
綾

瀬
2
丁

目
日
曜
(
不
定
期
)

午
後

楽
し

い
遊

び
な

ど
（

主
に

小
学

生
向

け
）

子
ど

も
・

子
育

て

マ
マ

の
休

憩
所

キ
ラ

☆
カ

フ
ェ

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
き

ら
ら

東
綾

瀬
東

綾
瀬

2
丁

目
第

1
月

曜
10
:3
0-
1
2:
00

季
節
に
ち
な
ん
だ
工
作
、
親
同
士
の
交
流
、
育
児
相
談
な
ど

子
ど

も
・

子
育

て

サ
ロ

ン
き

ず
な

六
木

団
地

自
治

会
第

1
集

会
所

六
木

1
丁

目
第

3
日

曜
13
:0
0-
1
6:
00

ら
く
ら
く
体
操
、
お
し
ゃ
べ
り
、
歌
、
輪
投
げ
な
ど

高
齢

サ
ロ

ン
ぽ

ぷ
ら

代
表

者
宅

六
木

4
丁

目
第

2
水

曜
13
:0
0-
1
5:
00

歌
、

ク
イ

ズ
、

そ
の

他
高

齢

お
さ

ん
ぽ

サ
ロ

ン
介

護
予

防
型

リ
ハ

ビ
リ

「
さ

ん
ぽ

道
」

谷
中

3
丁

目
第

3
土

曜
13
:3
0-
1
5:
00

多
世

代
で

集
ま

っ
て

運
動

や
お

し
ゃ

べ
り

な
ど

高
齢

し
ま

い
い

と
こ

サ
ロ

ン
①

特
養

　
紫

磨
園

4
階

②
入

谷
中

央
公

園
・

首
都

高
側

①
入

谷
3
丁

目
②

入
谷

4
丁

目
①

第
1
金

曜
②

第
2
･
4
水

曜
10
:0
0-
1
1:
30

お
し

ゃ
べ

り
、

歌
、

体
操

高
齢

７
丁

目
サ

ロ
ン

は
ば

エ
ス

テ
テ

ィ
ッ

ク
サ

ロ
ン

入
谷

7
丁

目
第

1
木

曜
13
:0
0-
1
5:
00

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

ぐ
ら

ん
ぱ

扇
ゆ

う
あ

い
の

郷
・

扇
扇

1
丁

目
水
曜
※
第
5
は
除
く

13
:3
0-
1
5:
30

健
康

麻
雀

、
そ

の
他

高
齢

サ
ロ

ン
T
S
K

扇
三
丁
目
第
二
団
地
自
治
会
集
会
所

扇
3
丁

目
第

2
水

曜
14
:0
0-
1
6:
00

お
茶

、
お

し
ゃ

べ
り

、
お

菓
子

高
齢

５
（

フ
ァ

イ
ブ

）
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
興

野
北

町
会

事
務

所
興

野
1
丁

目
第

3
土

曜
13
:0
0-
1
5:
00

体
操

、
カ

ラ
オ

ケ
高

齢

茶
で

い
っ

ぷ
く

興
野

2
丁

目
児

童
遊

園
興

野
2
丁

目
第
2
土
曜
※
雨
天
は
第
3
土
曜

10
:0
0-
1
1:
00

フ
レ

イ
ル

予
防

体
操

（
イ

ス
使

用
）

高
齢

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
一
覧

資料編　ふれあいサロン　一覧

45

令
和
4
年
6
月
1
日
現
在
　

東
部

西
部



地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

サ
ロ

ン
・

あ
じ

さ
い

都
市

機
構

栗
原

団
地

集
会

所
栗

原
2
丁

目
第

2
･
3
･
4
木

曜
10
:3
0-
1
2:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

体
操

な
ど

高
齢

江
北

べ
ジ

サ
ロ

ン
江

北
ひ

ま
わ

り
園

江
北

1
丁

目
第

2
･
4
･
5
木

曜
10
:0
0-
1
2:
00

体
操

、
畑

作
業

、
お

し
ゃ

べ
り

な
ど

高
齢

み
ら

い
ハ

ウ
ス

お
う

ち
ご

は
ん

み
ら

い
ハ

ウ
ス

江
北

1
丁

目
主

に
第

3
水

曜
11
:0
0-
1
4:
00

親
子

ラ
ン

チ
交

流
会

子
ど

も
・

子
育

て

ひ
ま

わ
り

会
江
北
3
丁
目
第
3
ア
パ
ー
ト
集
会
室
(
1
1
号
棟
)

江
北

3
丁

目
毎

週
月

曜
13
:0
0-
1
4:
00

14
:1
5-
1
5:
15

カ
ラ

オ
ケ

、
お

し
ゃ

べ
り

な
ど

高
齢

ニ
コ

ニ
コ

会
江

北
6
丁

目
団

地
集

会
所

江
北

6
丁

目
毎
週
月
･
水
･
土

12
:0
0-
1
7:
00

健
康

麻
雀

、
パ

ッ
チ

ワ
ー

ク
な

ど
高

齢

か
る

が
も

サ
ロ

ン
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

古
千

谷
苑

古
千

谷
本

町
1
丁

目
毎

週
火

曜
14
:0
0-
1
5:
30

体
操

、
交

流
高

齢

こ
ぢ

や
橋

サ
ロ

ン
福

祉
の

家
古

千
谷

本
町

2
丁

目
第

2
木

曜
10
:0
0-
1
2:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

カ
ラ

オ
ケ

、
体

操
高

齢

手
話

と
体

操
で

若
返

ろ
う

会
特

養
さ

く
ら

カ
フ

ェ
テ

ラ
ス

皿
沼

2
丁

目
第

1
日

曜
13
:3
0-
1
5:
30

体
操

、
手

話
、

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

サ
ロ

ン
な

ご
み

鹿
浜

5
丁

目
団

地
第

2
集

会
所

鹿
浜

5
丁

目
第

2
月

曜
13
:0
0-
1
5:
00

体
操

、
歌

、
脳

ト
レ

、
お

し
ゃ

べ
り

な
ど

高
齢

体
操

ク
ラ

ブ
つ

ど
い

押
皿

谷
住

区
セ

ン
タ

ー
鹿

浜
8
丁

目
毎

週
金

曜
14
:0
0-
1
5:
15

体
操

、
交

流
高

齢

サ
ロ

ン
つ

ば
き

椿
町

民
会

館
椿

2
丁

目
火
曜
（
不
定
期
）

10
:0
0-
1
2:
00

手
芸

、
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

キ
ュ

ー
ピ

ッ
ト

舎
人

地
域

学
習

セ
ン

タ
ー

舎
人

1
丁

目
第

1
･
3
水

曜
10
:3
0-
1
1:
45

自
由

遊
び

、
体

操
、

ゲ
ー

ム
、

紙
芝

居
等

子
ど

も
・

子
育

て

ユ
リ

ノ
キ

舎
人

公
園

舎
人
公
園
1
丁
目

第
1
･
3
･
5
水

曜
9:
00
-1
0
:0
0

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
交
流
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

高
齢

ド
リ

ー
ム

フ
レ
ー
ル
西
新
井
第
一
団
地
集
会
所

西
新

井
1
丁

目
第

2
･
4
金

曜
10
:0
0-
1
1:
30

歌
、

お
し

ゃ
べ

り
、

体
操

高
齢

な
か

よ
し

会
フ
レ
ー
ル
西
新
井
第
一
団
地
集
会
所

西
新

井
1
丁

目
第

1
･
3
金

曜
13
:3
0-
1
5:
00

体
操

、
お

茶
会

（
不

定
期

）
高

齢

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

西
新

井
西

新
井

2
丁

目
第

4
水

曜
9:
30
-1
1
:3
0

お
し
ゃ
べ
り
、
歌
、
折
り
紙
、
ぬ
り
絵
、
朗
読
な
ど

高
齢

令
和

脳
ト

レ
サ

ロ
ン

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

西
新

井
西

新
井

2
丁

目
第

2
･
4
火

曜
14
:0
0-
1
6:
00

折
り

紙
、

脳
ト

レ
高

齢

絵
手

紙
和

の
会

高
齢

者
在

宅
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
西

新
井

集
会

室
西

新
井

2
丁

目
第

3
金

曜
9:
30
-1
1
:0
0

絵
手

紙
を

通
し

た
交

流
高

齢

百
寿

サ
ロ

ン
ル

・
ソ

ラ
リ

オ
ン

西
新

井
西

新
井

3
丁

目
第

2
･
4
金

曜
14
:0
0-
1
5:
30

お
し
ゃ
べ
り
、
歌
、
体
操
、
お
茶
、
4
色
ラ
ダ
ー
、
脳
ト
レ
他

高
齢

さ
ん

さ
ん

サ
ロ

ン
ル

・
ソ

ラ
リ

オ
ン

西
新

井
西

新
井

3
丁

目
第

3
日

曜
10
:0
0-
1
1:
30

親
子

で
交

流
子

ど
も

・
子

育
て

西
新

井
い

き
い

き
サ

ロ
ン

介
護

用
品

の
店

い
き

い
き

西
新

井
5
丁

目
第

2
金

曜
14
:0
0-
1
6:
00

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

西
新

井
男

師
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

ひ
だ

ま
り

西
新

井
5
丁

目
第

4
火

曜
10
:0
0-
1
2:
00

健
康

体
操

、
健

康
麻

雀
な

ど
高

齢

サ
ロ

ン
　

栗
の

実
西

新
井

栄
町

住
区

セ
ン

タ
ー

西
新

井
栄

町
3
丁

目
第

2
火

曜
13
:3
0-
1
5:
30

体
操

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

男
の

井
戸

端
会

議
西

新
井

本
町

住
宅

自
治

会
集

会
室

西
新

井
本

町
2
丁

目
第

3
水

曜
14
:0
0-
1
6:
00

体
操

、
卓

球
、

ゲ
ー

ム
な

ど
高

齢

ま
ん

て
ん

工
房

わ
い

わ
い

サ
ロ

ン
ま

ん
て

ん
工

房
西

新
井

本
町

4
丁

目
第

2
土

曜
14
:0
0-
1
6:
00

歌
、

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

西
部

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
一
覧

令
和
4
年
6
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1
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地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

茶
々

の
会

代
表

者
宅

堀
之

内
1
丁

目
最

終
火

曜
13
:3
0-
1
6:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

交
流

高
齢

サ
ロ

ン
み

の
り

田
中

稲
荷

神
社

社
務

所
本

木
北

町
第

2
水

曜
13
:3
0-
1
5:
30

お
し

ゃ
べ

り
、

ゲ
ー

ム
、

カ
ラ

オ
ケ

な
ど

高
齢

ば
あ

ば
サ

ロ
ン

個
人

宅
本

木
南

町
第

1
日

曜
13
:0
0-
1
5:
00

お
し
ゃ
べ
り
、
脳
ト
レ
、
手
あ
そ
び
、
講
演
会
な
ど

高
齢

サ
ロ

ン
い

ろ
り

谷
在

家
団

地
第

2
集

会
所

谷
在

家
3
丁

目
第

1
･
3
木

曜
13
:0
0-
1
5:
00

お
し
ゃ
べ
り
、
合
唱
、
脳
ト
レ
、
ら
く
ら
く
体
操

高
齢

い
こ

う
！

ふ
れ

あ
い

サ
ロ

ン
竹

の
塚

ハ
イ

ツ
集

会
所

伊
興

1
丁

目
月
火
多
め
(
不
定
期
)
14
:0
0-
1
6:
00

体
操

、
ゲ

ー
ム

、
懇

談
高

齢

ほ
っ

と
カ

フ
ェ

虹
竹

の
塚

地
域

学
習

セ
ン

タ
ー

竹
の

塚
2
丁

目
第

2
日

曜
14
:0
0-
1
6:
30

不
登

校
に

つ
い

て
の

語
り

合
い

高
齢

コ
ス

モ
ス

の
会

代
表

者
宅

西
伊

興
2
丁

目
第

1
土

曜
13
:3
0-
1
5:
30

お
し

ゃ
べ

り
高

齢

お
し

ゃ
べ

り
広

場
お

じ
ゃ

ん
せ

（
集

会
室

）
西
竹
の
塚
1
丁
目

第
1
木

曜
13
:0
0-
1
5:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

制
作

、
歌

な
ど

高
齢

ふ
ら

っ
と

庵
お

じ
ゃ

ん
せ

西
竹
の
塚
1
丁
目

第
1
･
3
火

曜
10
:0
0-
1
2:
30

親
子

で
昼

食
を

作
り

食
す

子
ど

も
・

子
育

て

み
ん

な
の

お
う

ち
旧

ス
ー

パ
ー

ヤ
オ

ミ
作

業
所

2
階

西
竹
の
塚
1
丁
目

第
2
･
4
火

曜
10
:0
0-
1
2:
00

多
世

代
交

流
な

ど
子

ど
も

・
子

育
て

サ
ロ

ン
公

社
公

社
西

保
木

間
住

宅
集

会
所

西
保
木
間
4
丁
目

第
3
水

曜
13
:0
0-
1
6:
00

お
茶

飲
み

会
高

齢

和
楽

会
花

畑
地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
花

畑
4
丁

目
第

2
土

曜
13
:0
0-
1
5:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

手
話

、
体

操
な

ど
高

齢

サ
ロ

ン
花

と
も

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
も
　
第
3
ケ
ア
と
も
ビ
ル
1
階

花
畑

4
丁

目
第

1
金

曜
13
:3
0-
1
5:
30

お
し

ゃ
べ

り
、

脳
ト

レ
体

操
等

高
齢

サ
ロ

ン
お

お
と

り
鷲

宿
会

館
花

畑
6
丁

目
第

2
水

曜
13
:3
0-
1
5:
30

お
し

ゃ
べ

り
、

将
棋

、
ト

ラ
ン

プ
な

ど
高

齢

サ
ロ

ン
桑

袋
桑

袋
団

地
第

1
集

会
所

花
畑

8
丁

目
第

3
金

曜
翌

日
土

曜
13
:0
0-
1
6:
00

お
茶

飲
み

、
輪

投
げ

、
カ

ラ
オ

ケ
、

体
操

な
ど

高
齢

と
も

し
び

サ
ロ

ン
東

伊
興

住
区

セ
ン

タ
ー

東
伊

興
1
丁

目
月
1
回
土
曜
(
不
定
期
)
10
:0
0-
1
2:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

童
謡

、
ボ

ー
ル

体
操

、
叙

情
歌

高
齢

ふ
く

ち
ゃ

ん
東
伊
興
住
区
セ
ン
タ
ー
分
館
（
生
活
館
）

東
伊

興
3
丁

目
第

3
･
4
水

曜
9:
50
-1
1
:5
0

歌
高

齢

k
o
e
n
親

子
ひ

ろ
ば

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

k
o
e
n
て

ら
ま

ち
ハ

ウ
ス

東
伊

興
4
丁

目
第

3
木

曜
10
:0
0-
1
2:
00

親
子
交
流
と
地
域
交
流
(
0
～
3
歳
の
入
園
前
の
乳
幼
児
親
子
)

子
ど

も
・

子
育

て

常
楽

①
シ

ル
バ

ー
ケ

ア
花

笑
み

②
一

ツ
家

第
一

公
園

①
一

ツ
家

3
丁

目
②

一
ツ

家
4
丁

目
①

第
1
水

曜
②

第
3
水

曜
①

1
4
:
0
0
-
1
5
:
0
0

②
1
0
:
0
0
-
1
1
:
0
0

テ
レ

ビ
体

操
、

ポ
ー

ル
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
高

齢

金
曜

ポ
ー

ル
一

ツ
家

第
一

公
園

一
ツ

家
4
丁

目
毎

週
金

曜
10
:0
0-
1
1:
00

ポ
ー

ル
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
高

齢

ひ
つ

じ
カ

フ
ェ

ひ
な

た
平

野
1
丁

目
第

2
土

曜
14
:0
0-
1
6:
00

お
茶

飲
み

、
お

し
ゃ

べ
り

な
ど

高
齢

平
一

く
つ

ろ
ぎ

サ
ロ

ン
平

野
1
丁

目
団

地
集

会
所

平
野

1
丁

目
第

4
木

曜
14
:0
0-
1
6:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

健
康

麻
雀

、
ト

ラ
ン

プ
な

ど
高

齢

ス
マ

イ
ル

サ
ロ

ン
ふ

ち
え

明
生

苑
保

木
間

4
丁

目
第

3
日

曜
13
:3
0-
1
6:
30

ヒ
ー
リ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ら
く
ら
く
体
操
、
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
、
A
I
ス
ピ
ー
カ
ー

高
齢

な
か

ま
茶

家
ひ

が
く

り
そ

ん
ぽ

の
家

S
足

立
保

塚
保

塚
町

第
3
金

曜
14
:0
0-
1
5:
30

お
茶

飲
み

、
情

報
交

換
、

仲
間

づ
く

り
な

ど
高

齢

ふ
れ

あ
い

サ
ロ

ン
　

マ
ハ

ロ
サ

ウ
ン

ド
ハ

ウ
ス

マ
ハ

ロ
南

花
畑

1
丁

目
第

2
土

曜
14
:0
0-
1
6:
00

健
康

体
操

、
歌

、
お

し
ゃ

べ
り

高
齢

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
一
覧

令
和
4
年
6
月
1
日
現
在
　

西
部

北
部
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地
区

サ
ロ
ン
名

開
催
場
所

開
催
場
所
住
所

開
催
日

時
　
間

活
動
内
容

主
な
対
象

サ
ロ

ン
作

食
楽

代
表

者
宅

南
花

畑
3
丁

目
第

4
火

曜
11
:0
0-
1
3:
00

お
し

ゃ
べ

り
、

料
理

高
齢

サ
ロ

ン
白

樺
花

畑
第

3
団

地
集

会
所

南
花

畑
4
丁

目
第

2
木

曜
11
:0
0-
1
3:
00

食
事

会
、

交
流

、
芸

能
お

楽
し

み
会

高
齢

き
ら

ら
お

し
ゃ

べ
り

サ
ロ

ン
き

ら
ら

ハ
ウ

ス
花

畑
南

花
畑

4
丁

目
第

2
日

曜
14
:0
0-
1
5:
30

お
茶
と
お
菓
子
で
お
し
ゃ
べ
り
、
地
域
交
流
、
体
操

高
齢

グ
リ

ー
ン

カ
ー

リ
ン

グ
倶

楽
部

ゆ
う

あ
い

の
郷

・
六

月
1
F
食

堂
六

月
1
丁

目
第

3
水

曜
14
:0
0-
1
6:
00

グ
リ

ー
ン

カ
ー

リ
ン

グ
高

齢

六
月
中
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

六
月

中
学

校
六

月
1
丁

目
年
3
回
(
9
･
1
2
･
1
月
)
12
:3
0-
1
5:
30

中
学

生
と

高
齢

者
の

交
流

体
験

高
齢

に
こ

ち
ゃ

ん
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ

ば
ど
こ
で
も
可

第
3
金

曜
11
:0
0-
1
1:
40

マ
タ

ニ
テ

ィ
ク

ラ
ス

の
会

と
0
歳

児
マ

マ
の

会
※

申
し

込
み

：
i
g
y
o
_
p
l
a
c
e
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

子
ど

も
・

子
育

て

（
あ
だ
ち
、
基
幹
、
関
原
、
中
央
本
町
、
本
木
関
原
）

管
内

（
新
田
、
千
住
西
、
千
寿
の
郷
、
千
住
本
町
、
日
の
出
）

管
内

（
さ
の
、
東
和
、
中
川
、
西
綾
瀬
）

管
内

（
入
谷
、
扇
、
江
北
、
鹿
浜
、
西
新
井
、
西
新
井
本
町
）

管
内

（
伊
興
、
は
な
は
た
、
一
ツ
家
、
保
木
間
、
六
月
）

管
内

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
一
覧

令
和
4
年
6
月
1
日
現
在
　

北
部 中
部
地
区
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

西
部
地
区
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

北
部
地
区
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

千
住
地
区
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

東
部
地
区
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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※
　
地
区
ご
と
の
サ
ロ
ン
の
掲
載
順
は
、
開
催
場
所
住
所
の
五
十
音
順
で
す
。
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名称 電話番号 所在地 担当する地域 

基幹 ※ 5681-3373 梅島２－１－２０ 梅島、中央本町１、島根 

あだち 3880-8155 足立４－１３－２２ 足立、中央本町２、梅田１ 

さの 5682-0157 佐野２－３０－１２ 
加平、北加平町、神明、神明南、 

辰沼、六木、佐野、大谷田２～５ 

関原 3889-1487 関原２－１０－１０ 梅田２～８ 

中央本町 3852-0006 中央本町４－１４－２０ 
中央本町３～５、青井１・３～６、 

西加平 

東和 5613-1200 東和４－７－２３ 綾瀬、東綾瀬、谷中、東和１・３ 

中川 3605-4985 中川４－２－１４ 東和２・４・５、中川、大谷田１ 

西綾瀬 5681-7650 西綾瀬３－２－１ 西綾瀬、弘道、青井２ 

はなはた 3883-0048 花畑４－３９－１１ 花畑、南花畑５ 

一ツ家 3850-0300 

一ツ家４－５－１１ 

（令和４年１２月２７日まで） 

移転先：一ツ家４－２－１３ 

（令和４年１２月２８日から） 

平野、一ツ家、保塚町、六町、 

南花畑１～４ 

保木間 3859-3965 保木間５－２３－２０ 西保木間、保木間、東保木間 

六月 5242-0302 六月１－６－１ 六月、東六月町、竹の塚 

地域包括支援センター 

担当地域別一覧 

東 側 



資料編 地域包括支援センター担当地域別一覧 
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名称 電話番号 所在地 担当する地域 

伊興 5837-1280 伊興３－７－４ 
伊興、東伊興、伊興本町、 

西伊興、西竹の塚 

入谷 3855-6362 入谷９－１５－１８ 入谷、舎人、古千谷、古千谷本町 

扇 3856-7007 扇１－５２－２３ 
扇、興野、本木東町、本木西町、 

本木南町、本木北町 

江北 5839-3640 江北３－１４－１ 江北、堀之内 

鹿浜 5838-0825 皿沼２－８－８ 鹿浜、加賀、皿沼、谷在家、椿 

新田 3927-7288 新田３－４－１０ 

（令和５年３月３１日まで） 
新田、宮城、小台 

千住西 5244-0248 千住中居町１０－１０ 

千住桜木、千住緑町、千住龍田町、 

千住中居町、千住宮元町、 

千住仲町、千住河原町、千住橋戸町 

千寿の郷 3881-1691 柳原１－２５－１５ 
柳原、千住関屋町、千住曙町、 

千住東１ 

千住本町 3888-1510 千住３－７－１０１ 
千住、千住元町、千住大川町、 

千住寿町、千住柳町 

西新井 3898-8391 西新井２－５－５ 西新井、栗原 

西新井本町 3856-6511 西新井本町２－２３－１ 西新井本町、西新井栄町 

日の出 3870-1184 日ノ出町２７－４－１１２ 日ノ出町、千住旭町、千住東２ 

本木関原 5845-3330 本木１－４－１０ 関原、本木 1～2 

地域包括支援センター 

担当地域別一覧 

西 側 
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足立区 地域のちから推進部 絆づくり担当課 

足立区中央本町１－１７－１ 足立区役所 南館３階   電話３８８０－５１８４ 

■お問合せ先 


